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初期鎌倉幕府の音楽と京都社会

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

鎌
倉
幕
府　

音
楽　

京
都
政
界　

京
都
音
楽
界　

地
下
楽
人　

【
要
旨
】

　

本
稿
は
、
平
安
期
の
京
都
貴
族
社
会
で
醸
成
さ
れ
た
音
楽
文
化
が
、
列
島
社
会
へ
ど
の
よ

う
に
伝
播
し
受
容
さ
れ
て
いっ
た
の
か
を
、
鎌
倉
幕
府
を
事
例
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
と

く
に
幕
府
成
立
段
階
の
源
氏
将
軍
期
か
ら
摂
関
家
将
軍
期
ま
で
の
期
間
を
中
心
に
、
そ
の
音

楽
受
容
の
形
態
を
「
楽
人
招
請
型
」
と
呼
称
し
、
①
初
期
鎌
倉
幕
府
の
「
楽
人
招
請
型
」

音
楽
受
容
の
形
態
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
、
②
初
期
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
受
容
基

盤
、
の
二
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
を
加
え
た
。
明
ら
か
と
し
た
点
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
神
事
整
備
を
通
じ
て
、
京
都
地
下
楽
家
楽
人
の
招
請
と
秘
曲
伝
授
が

さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
音
楽
受
容
は
源
頼
朝
段
階
で
到
達
点
を
迎
え
る
。
そ
の
結
果
、
本

社
石
清
水
八
幡
宮
に
匹
敵
し
う
る
神
威
の
具
備
や
都
市
鎌
倉
周
辺
で
完
結
す
る
よ
う
な
音
楽

儀
礼
を
形
成
し
、
そ
の
音
楽
文
化
の
遺
産
は
次
代
の
源
頼
家
・
実
朝
の
両
将
軍
期
へ
継
承
さ

れ
る
。
そ
の一
方
で
、
京
都
音
楽
界
と
の
関
わ
り
の
希
薄
化
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
、
源
氏

将
軍
家
が
途
絶
え
、
京
都
か
ら
摂
関
家
将
軍
九
条
頼
経
が
下
向
し
て
く
る
と
、
執
権
北
条
泰

時
期
に
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
再
構
築
が
行
わ
れ
、
頼
朝
の
先
例
に
擬
え
て
再
び
京
都
楽
人

に
よ
る
音
楽
教
習
が
復
活
す
る
。
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
は
、一
時
的
な
断
絶
を
経
る

も
の
の
基
本
的
に
京
都
地
下
楽
人
を
招
請
し
秘
曲
を
は
じ
め
音
楽
伝
習
を
受
け
る
こ
と
で
成

立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
如
上
の
受
容
形
態
を
、
本
稿
で
は
「
楽
人
招
請
型
」
と
名
づ
け
た
。

　

②
鎌
倉
幕
府
の
受
容
基
盤
に
着
目
す
る
と
、「
楽
人
招
請
型
」
期
で
音
楽
文
化
の
担
い
手

と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
殆
ど
が
京
都
社
会
と
何
ら
か
の
繋
が
り
を
持
つ
。
鶴
岡
陪
従
大
江
氏

一族
や
鶴
岡
舞
人
（
舞
童
）
を
供
出
す
る
大
江
広
元
・
藤
原
邦
通
・
藤
原
俊
兼
等
も
京
都
政

界
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
。
ま
た
京
都
要
人
の
饗
応
の
場
や
、鎌
倉
で
行
わ
れ
る
遊
興
芸
能
の
場
で
は
、

在
京
経
験
を
経
て
音
楽
芸
能
を
摂
取
し
て
い
る
工
藤
祐
経
や
畠
山
重
忠
ら
が
祇
候
し
、
京
都

楽
人
の
音
楽
教
授
も
受
け
て
い
る
。「
楽
人
招
請
型
」
期
の
音
楽
受
容
は
、
京
都
政
界
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
下
級
官
人
や
在
京
経
験
の
あ
る
御
家
人
を
担
い
手
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

初
期
鎌
倉
幕
府
で
の
音
楽
受
容
形
態
は
「
楽
人
招
請
型
」
で
あ
り
、
そ
の
受
容
基
盤
は
京

都
政
界
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
下
級
官
人
や
京
都
社
会
と
関
わ
り
在
京
経
験
の
あ
る
御
家
人
た
ち
に

限
定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
畢
竟
、
地
方
政
権
で
あ
っ
た
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
文
化
そ
の
も

の
が
、
京
都
社
会
に
属
す
る
、
な
い
し
関
わ
る
人
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
ほ
か
な

ら
ず
、
京
都
社
会
に
依
拠
し
た
音
楽
受
容
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

は
じ
め
に

（
1
）
音
楽
の
地
域
伝
播
と
鎌
倉

　

律
令
国
家
成
立
以
降
の
平
安
期
日
本
で
は
、
朝
廷
で
の
大
内
楽
所
設
置
や
音
楽
儀

礼
を
担
う
楽
人
、
そ
し
て
彼
ら
を
輩
出
す
る
楽
家
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中
央
京

都
の
貴
族
社
会
や
大
寺
社
を
中
心
に
、
鎮
護
国
家
・
護
国
法
会
の
手
段
と
し
て
舞
楽

な
ど
の
音
楽
諸
制
度
の
整
備
や
、
民
衆
社
会
へ
の
音
楽
文
化
の
浸
透
が
顕
著
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く（

（
（

。
そ
の
一
方
で
、
京
・
南
都
な
ど
の
畿
内
近
国
に
限
ら
ず
、

列
島
各
地
に
は
中
世
の
舞
楽
面
・
伎
楽
面
・
能
面
・
獅
子
頭
・
行
道
面
等
が
広
範
に

現
存
し
て
お
り
、
中
央
の
音
楽
儀
礼
お
よ
び
音
楽
芸
能
が
確
実
に
地
方
社
会
へ
と
伝

播
し
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る（

（
（

。
で
は
、
平
安
期
に
隆
盛
を
み
た
中
央

の
音
楽
文
化
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
へ
伝
播
し
、
そ
し
て
列
島
各
地
に
お
い
て

音
楽
儀
礼
や
音
楽
芸
能
が
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（

（
（

。

　

右
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
中
世
都
市
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
地

域
を
事
例
に
、
音
楽
伝
播
の
具
体
的
様
相
を
京
都
地
下
楽
人
［
ヒ
ト
］
の
動
向
と
残

存
す
る
中
世
舞
楽
面
［
モ
ノ
］
か
ら
分
析
を
行
っ
て
き
た（

（
（

。
そ
も
そ
も
京
都
以
外
で

の
音
楽
関
係
史
料
は
極
め
て
僅
少
で
あ
り
、
か
か
る
課
題
の
検
証
に
際
し
て
は
文
献

史
料
に
限
ら
ず
多
種
多
様
な
音
楽
資
料
を
博
捜
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
鎌

倉
の
場
合
、
鎮
護
国
家
・
護
国
法
会
の
手
段
と
し
て
催
さ
れ
た
音
楽
を
伴
う
宗
教
儀

礼
の
整
備
は
、
武
家
権
門
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
て
い
く
上
で
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、『
吾
妻
鏡
』
等
の
諸
記
録
に
、
源
頼
朝
を
は
じ
め
幕
府
首
脳
陣
が

積
極
的
に
京
都
の
音
楽
文
化
を
受
容
し
て
政
権
都
市
鎌
倉
へ
導
入
を
目
指
し
て
い
た

様
子
が
窺
え
る（

（
（

。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
音
楽
史
研
究
に
通
底
す
る
、
地
域
に
お
け
る

音
楽
関
係
資
料
の
僅
少
さ
と
い
う
研
究
事
情
に
鑑
み
て
も
、
鎌
倉
幕
府
お
よ
び
都
市

鎌
倉
は
資
料
に
恵
ま
れ
た
好
個
の
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
全
国
的
に
み
て
比
較
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貴
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的
多
く
の
音
楽
関
係
資
料
が
残
る
鎌
倉
を
扱
う
こ
と
は
、
音
楽
の
地
域
伝
播
を
検
討

す
る
上
で
有
力
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
先
行
研
究
の
整
理
と
本
稿
の
目
的

　

鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
音
楽
受
容
に
つ
い
て
は
、
幕
府
の
宗
教
的
支
柱
と
し
て
整
備

さ
れ
た
鶴
岡
八
幡
宮
寺
を
通
じ
て
の
受
容（

（
（

、
京
都
地
下
楽
人
の
下
向
に
よ
る
受
容（

（
（

、

ま
た
鎌
倉
中
後
期
以
後
に
つ
い
て
は
在
京
御
家
人
に
よ
る
受
容（

（
（

、
な
ど
が
先
行
研
究

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
立
当
初
の
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容

か
ら
段
階
的
な
そ
の
受
容
形
態
の
変
遷
を
扱
っ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
な
さ
れ
て
い

な
い
。
音
楽
の
地
域
伝
播
を
論
じ
る
上
で
、
ま
ず
は
地
域
音
楽
史
と
し
て
そ
の
受
容

や
変
遷
の
過
程
を
詳
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
中
世
鎌
倉
音
楽
史
と
し
て

音
楽
伝
播
と
受
容
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
が
生
ま
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
成
立
当
初
の
初
期
鎌
倉
幕
府
で
の
音
楽
受
容
の
形
態
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
初
期
鎌
倉
幕
府
の
源
氏
将
軍
期

を
中
心
と
し
つ
つ
、
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
期
ま
で
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
、
そ
の
歴

史
的
変
遷
を
丁
寧
に
辿
り
な
が
ら
音
楽
儀
礼
の
実
施
と
そ
の
拡
が
り
を
捉
え
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
本
稿
で
は
、
音
楽
を
受
容
す
る
側
の
事
情
や
そ
の
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
も
目
指
し
て
い
る
。
音
楽
の
地
域
伝
播
を
論
じ
た
荻
美
津
夫
は
、
中
央
か
ら
下
向

す
る
楽
人
・
舞
人
の
動
向
に
注
目
し
、「
中
央
楽
人
は
在
郷
の
人
々
を
指
導
し
て
い

た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
数
年
あ
る
い
は
十
数
年
に
一
度
と
い

う
よ
う
に
地
方
を
訪
れ
、
在
地
の
僧
侶
、
神
官
、
武
士
、
近
郷
の
人
々
へ
楽
舞
を
伝

習
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
大
部
分
の
期
間
は
、
地
方
楽
所
の
楽
人
あ
る

い
は
熟
達
し
た
者
に
よ
っ
て
教
習
が
常
時
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
」
と
述
べ

る（
（
（

。
確
か
に
鎌
倉
で
も
幕
府
成
立
以
後
、
京
都
楽
人
を
通
じ
て
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
所

属
の
楽
人
や
御
家
人
へ
の
音
楽
教
習
が
行
わ
れ
る
が
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
二
年
（
一

一
九
一
）
十
一
月
十
九
日
条
、
同
二
年
（
一
一
九
二
）
十
二
月
十
九
日
条
な
ど
）、

で
は
な
ぜ
鎌
倉
在
住
の
彼
ら
が
、
音
楽
文
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
音
楽
が

伝
播
し
受
容
さ
れ
る
に
は
、
そ
も
そ
も
音
楽
自
体
が
そ
の
担
い
手
や
受
容
側
に
と
っ

て
価
値
あ
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る
必
要
が
あ
り（

（1
（

、
さ
ら
に
高
度
な
中
央
音
楽
を
伝
習

し
習
得
す
る
だ
け
の
音
楽
的
能
力
を
有
し
た
人
材
や
、
習
熟
す
る
だ
け
の
環
境
を
準

備
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
央
の
音
楽
文
化
が
地
域
に
根
付
く
た
め
に
は
、
そ
れ
相

応
の
素
地
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
音
楽
を
受
け
入
れ
る
側

の
諸
条
件
に
着
目
し
て
、
音
楽
的
素
養
の
あ
る
人
材
や
音
楽
文
化
を
受
容
し
て
習
熟

す
る
だ
け
の
環
境
が
い
か
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、
初

期
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
、
い
か
な
る
音
楽
受
容
の
基
盤
（
あ
る
い
は
環
境
）
が
存
在

し
、
そ
し
て
、
か
か
る
基
盤
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
中
央
の
音
楽
文
化
が
摂
取
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
鎌
倉
幕
府
・
都
市
鎌
倉
で
の
音
楽
伝
播
を
事
例
に
、
①
初
期
鎌

倉
幕
府
の
音
楽
受
容
の
形
態
と
歴
史
的
変
遷
、
そ
し
て
②
初
期
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る

音
楽
受
容
基
盤
、
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

一　

初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
儀
礼
と
鶴
岡
八
幡
宮
寺

　

ま
ず
掲
げ
る
の
が
、【
表
】「
中
世
都
市
鎌
倉
お
よ
び
鎌
倉
幕
府
関
係
者
の
音
楽
儀

礼
・
芸
能
記
事
一
覧
」
で
あ
る
（
以
下
【
表
】
と
略
記
し
、
該
当
記
事
は
［【
表
】

○
○
］
と
番
号
を
付
す
）。
な
お
【
表
】
で
採
録
し
た
関
係
記
事
に
つ
い
て
は
、
採

録
時
期
の
上
限
を
『
吾
妻
鏡
』
に
音
楽
記
事
が
最
初
に
登
場
す
る
頼
朝
挙
兵
段
階
の

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）［【
表
】
1
］
と
し
、
ま
た
そ
の
下
限
は
鎌
倉
在
住
の
地
下

楽
人
中
原
景
安
が
鶴
岡
伶
人
の
大
江
久
康
に
神
楽
秘
曲
を
授
け
る
嘉
禎
三
年
（
一
二
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表　中世都市鎌倉および鎌倉幕府関係者の音楽儀礼・芸能記事一覧

番
号
時
期 和暦 西暦 記事（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋） 内容（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略） 人物（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

1

源
頼
朝
期
（
流
人
時
代
・
将
軍
時
代
）

治承4年8月4日 1180年8月4日 兼日密々被遣邦通、…向兼隆之館、酒宴郢
曲之際…、

山木兼隆館に藤原邦通が遣わされ、館にて酒
宴郢曲が催される。 『吾妻鏡』

2 治承5年閏2月21日 1181年閏2月21日 今日以後七ヶ日可有御参鶴岳若宮之由立願
給、…未明参給、被行御神楽云々、

源頼朝が七ヶ日の鶴岡八幡宮寺参詣を立願
し、同日未明に鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』

3 寿永3年1月1日 1184年1月1日 鶴岳八幡宮有御神楽、前武衛無御参宮、去
冬依広常事、営中穢気之故也、

鶴岡で御神楽が催されたが、頼朝は昨年冬の
上総広常誅殺で生じた穢気により参詣せず。 『吾妻鏡』

4 元暦元年4月20日 1184年4月20日

被遣藤判官代邦通・工藤一﨟祐経并官女〈号
千手前〉等於羽林之方、…遊興移剋、祐経
打皷歌今様、女房弾琵琶、羽林和横笛、先
吹五常楽、…次吹皇麞急…、…武衛令問酒
宴次第給、邦通申云、羽林、云言語、云芸能、
尤以優美也、

鎌倉へ護送された平重衡の許へ藤原邦通・工
藤祐経等が頼朝により遣わされ、琵琶・横笛
などの音楽が奏された。頼朝は、帰参した邦
通から重衡の芸能について報告を受ける。

工藤祐経：打鼓・今様
女房（千寿前）：琵琶
平重衡：横笛・朗詠

『吾妻鏡』

5 元暦元年6月18日 1184年6月18日
故一条次郎忠頼家人甲斐小四郎秋家被召
出、是堪歌舞曲之者也。仍武衛施芳情、可
致官仕之由被仰出云々、

頼朝、誅殺された一条忠頼の家人で歌舞曲に
長けた甲斐（大中臣）秋家を召し出して赦免
する。

大中臣秋家：歌舞曲 『吾妻鏡』

6 元暦元年11月6日 1184年11月6日

於鶴岳八幡宮有神楽、武衛参給、御神楽以
後入御別当坊、依奉請也、別当自京都招請
児童〈号捴持王〉、去比下着、是郢曲達者也、
…垂髪吹横笛、梶原平次付之、又唱歌、畠
山次郎歌今様、武衛入興給、

鶴岡で御神楽が催された後、頼朝は円暁の招
きにより別当坊に入る。そこで、京都から招請
された郢曲達者の捴持王に、梶原景高の唱歌
や畠山重忠の今様を添えて芸能の座が設けら
れる。

児童（捴持王）：郢曲
梶原景高：唱歌
畠山重忠：今様

『吾妻鏡』

7 元暦2年2月27日 1185年2月27日 入夜為追討御祈於賀茂社被行御神楽、有宮
人曲云々、

平家追討を祈念して京都賀茂社にて御神楽が
催され、宮人曲が奏される。 『吾妻鏡』

8 元暦2年7月23日 1185年7月23日
山城介久兼依二品之召、自京都参着、是陪
従也、神宴等伎、当時無其人、仍態以令招
下給云々、

頼朝、京都から大江久兼を御神楽等での陪従
として招請する。鶴岡には当時陪従はいなかっ
たという。

大江久兼：御神楽 『吾妻鏡』

9 文治2年2月1日 1186年2月1日 左典厩能保并室家・男女御子息被参鶴岳八
幡宮、被行神楽…、

鎌倉に滞在していた一条能保とその室・子息
等が帰洛するため、鶴岡に参詣し御神楽が催
される。

『吾妻鏡』

10 文治2年3月16日 1186年3月16日
山城介久兼為施設上洛、被仰伊勢国神領顛
倒奉行等事、又諸国兵粮米催事、漸可被止
之由、被仰北条殿…、

頼朝、大江久兼を使節として上洛させ、北条
時政に諸国兵粮米停止等を命じる。 『吾妻鏡』

11 文治2年4月8日 1186年4月8日

二品并御台所御参鶴岳宮、以其次召出静於
廻廊、是可令施舞曲也、…然而貴命及再三
之間、憖廻白雪之袖、発黄竹之謌、左衛門
尉祐経皷、…畠山次郎重忠為銅拍子、静先
吟出謌云…、

頼朝・北条政子が鶴岡に参詣した折、静を召
し出し舞曲を施すよう命じる。静は固辞するも
再三の命により舞曲を施すこととなり、工藤
祐経が鼓を打ち、畠山重忠が銅拍子を打って
静が歌を吟じる。

静御前：舞曲
工藤祐経：打鼓
畠山重忠：銅拍子

『吾妻鏡』

12 文治2年5月1日 1186年5月1日
自去比黄蝶飛行、殊遍満鶴岳宮、是怪異也、
仍今日以奉御供之次、為邦通奉行、有臨時
之神楽…、

鶴岡に黄蝶が充満するという怪異が発生した
ことで、藤原邦通を奉行として臨時の神楽が
催される。

『吾妻鏡』

13 文治2年5月14日 1186年5月14日 左衛門尉祐経・梶原三郎景茂…向静旅宿、
玩酒催宴、郢曲尽妙、静母礒禅師又施芸云々、

工藤祐経・梶原景茂・千葉常秀・八田朝重・
藤原邦通等が静の旅宿を訪ねる。静母子が郢
曲など芸を施す。

静御前・礒禅師：郢曲等 『吾妻鏡』

14 文治2年12月1日 1186年12月1日
千葉介常胤自下総国参上、今日献盃酒、二
品於西侍上…、常胤起座舞蹈、善信尽野（郢）
曲、謌催馬楽云々、

千葉常胤が下総国より鎌倉に参上して盃酒を
献じ、頼朝以下小山朝政・三善康信・岡崎義
実等が宿老の面 と々酒宴に及ぶ。常胤は起座
して舞踏を披露し、康信は郢曲を尽くし催馬
楽を詠じる。

千葉常胤：舞踏
三善康信：郢曲 『吾妻鏡』

15 文治2年12月6日 1186年12月6日 御台所御参鶴岡、有神楽、巫女・職掌面々
給禄云々、 政子、鶴岡に参詣して神楽が催される。 『吾妻鏡』

16 文治3年2月25日 1187年2月25日
二品渡御三浦介義澄家、有御酒宴、折節信
濃国保科宿遊女長者依訴訟事参住、召出其
砌、聞食野（郢）曲云々、

頼朝、三浦義澄家に渡御した際、信濃国保科
宿の遊女長者が訴訟のために当地におり、彼
女の郢曲を聞く。

遊女長者：郢曲 『吾妻鏡』

17 文治3年7月23日 1187年7月23日
二品逍遥海浜給、故一条次郎忠頼之侍甲斐
中四郎秋家被召具之、以歌舞為業之者也、
於由比浦小笠懸之後、入御岡崎四郎宅、御
酒宴之間、秋家尽舞曲云々、

頼朝、海浜遊覧の折に、故一条忠頼の家人で
歌舞を生業とする大中臣秋家を召し出す。由
比浦の小笠懸後、岡崎義実宅での酒宴にて秋
家は舞曲を披露する。

大中臣秋家：舞曲 『吾妻鏡』

18 文治4年1月26日 1188年1月26日 早旦御台所并若公御参鶴岳宮、有御神楽、 早朝に政子と万寿（源頼家）が鶴岡に参詣し、
御神楽が催される。 『吾妻鏡』

19 文治4年3月6日 1188年3月6日
梶原平三景時、依年来宿願、日来令持戒浄侶、
書写大般若経一部訖、…仍欲奉納鶴岳之間、
於彼宮可遂供養、称御旨、可啒請導師并舞
童等之由、言上之間…、

梶原景時、年来の宿願として大般若経の書写
を鶴岡若宮の宝前に奉納し、その供養の際の
導師や童舞のための垂髪等を招請することを
頼朝に言上し、許可を得る。

児童：童舞 『吾妻鏡』

20 文治4年3月15日 1188年3月15日

於鶴岳宮遂行大法会、景時宿願大般若経供
養也、…請僧三十口也、先舞楽〈筥根児五人、
伊豆山児三人〉、次供養事訖曳布施、

梶原景時宿願の大般若経供養会が鶴岡で催
され、舞楽では童舞を行うために箱根山から
五名、伊豆山から三名の児童が招請される。

児童：童舞 『吾妻鏡』

供養導師義慶〈供僧一和尚〉、請僧三十口願
主梶原平三景時〈大法会始是也、舞童在之〉、

鶴岡大般若経供養会にて大法会が催される。
願主梶原景時の大法会が最初で、舞童も伴っ
た［｢円暁｣項］。

児童：童舞 『鶴岡八幡宮寺社務職
次第』

21 文治4年3月21日 1188年3月21日
梶原平三於御所経営、頗尽美、…御酒宴及
歌舞、此事、去十五日宿願無為遂行之間、
所申慶也云々、

梶原景時、宿願成就の慶申の事として盃酒椀
飯を献じ、酒宴および歌舞が催される。 『吾妻鏡』

22 文治4年6月1日 1188年6月1日
於大姫公御方山際前栽被殖田、美女等殖之、
皆唱歌、又壮士中被召出有能芸之輩、為事
笛鼓曲云々、

大姫（頼朝女）方にて田植行事があり、美女
の田植に唱歌が伴い、芸能に長けた壮士等が
歌笛を奏す。

美女・壮士：唱歌・歌笛 『吾妻鏡』

23 文治4年8月15日 1188年8月15日 鶴岳放生会也、二品御参、先法会之舞楽、
次流鏑馬、幸氏・盛澄等射之、

頼朝、鶴岡放生会に臨む。まず法会舞楽が行
われ、次いで流鏑馬神事がされる。 『吾妻鏡』

24 文治4年10月20日 1188年10月20日 今日有移徙之儀、…二品入御彼所、若宮別
当参会、御酒宴之間、児童及延年云々、

頼朝、鶴岡馬場辺の小屋へ渡御。若宮別当
円暁も参会し酒宴が開かれ、児童の延年も催
される。

児童：延年 『吾妻鏡』

25 文治5年2月21日 1189年2月21日
筥根児童等依召去夜参着、是為勤仕来月三
日鶴岳舞楽也、童形八人、増寿・筥熊・寿王・
閇房・楠鶴・陀羅尼・弥勒・伊豆石丸等也、
於別当坊自今日始調楽、山城介奉行之、

箱根神社の児童、来月三日の鶴岡舞楽法会で
童舞を勤仕するために童形八名が昨夜鎌倉に
到着する。若宮別当坊にて本日より試楽が開
始され大江久兼が奉行する。

児童：童舞 『吾妻鏡』

26 文治5年3月3日 1189年3月3日
鶴岳法会被始行之、巳刻二品御参宮、…舞楽、先月より準備されていた鶴岡法会で舞楽が催

される。 『吾妻鏡』

大法会始行〈舞童在之〉、 鶴岡大法会にて舞童も伴われる［｢円暁｣項］。 児童：童舞 『鶴岡八幡宮寺社務職
次第』
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27

源
頼
朝
期
（
流
人
時
代
・
将
軍
時
代
）

文治5年6月5日 1189年6月5日 若宮別当法眼相具垂髪并当宮供僧等、被向
観性法橋旅宿、勧盃酒、及延年云々、

若宮別当円暁、垂髪等を伴い観性の旅宿に赴
き、盃酒を勧め延年を催す。 児童：延年 『吾妻鏡』

28 文治5年6月9日 1189年6月9日 御塔供養也、導師法橋観性…、有舞楽、二
品出御、 鶴岡八幡宮塔供養があり、舞楽も催される。 『吾妻鏡』

29 文治5年7月1日 1189年7月1日 鶴岳放生会也、…先法会舞楽、舞童八人相
分左右、

鶴岡放生会があり、法会舞楽にて童舞が催さ
れる。 児童：童舞 『吾妻鏡』

30 文治5年8月15日 1189年8月15日
今日鶴岳放生会也、去月朔日雖被行之、依
為式日、故以有其儀、筥根山児童八人参上、
有舞楽、

鶴岡放生会があり、先月も実施されたが本日
は式日なので特別に実施。箱根山から児童八
名が参り舞楽を催す。

児童：童舞 『吾妻鏡』

31 文治5年12月18日 1189年12月18日 御台所御参鶴岡、…於宮寺有御神楽云々、 政子、鶴岡に参詣して御神楽が催される。 『吾妻鏡』

32 建久元年6月14日 1190年6月14日 二位家渡御小山兵衛尉朝政之家、御酒宴之
間、白拍子等群参施芸、

頼朝、小山朝政家に渡御し、酒宴に白拍子等
が集い芸が施される。 白拍子 『吾妻鏡』

33 建久元年8月15日 1190年8月15日
鶴岳放生会也、…先供僧等大行道、次法華
経供養、導師別当法眼円暁、有舞楽、舞童
自伊豆山参上云々、

鶴岡放生会があり、小山朝光等御家人の御剣
役に続き供僧の大行道を伴い、次いで法華経
供養、舞楽と続く。舞童は伊豆山から参上し
て催される。

供僧：行道
児童：童舞 『吾妻鏡』

34 建久元年10月18日 1190年10月18日 於橋本駅、遊女等群参、 頼朝の上洛途上の橋本駅にて遊女等が集う。 遊女 『吾妻鏡』

35 建久元年10月28日 1190年10月28日
於青波賀駅被召出長者大炊息女等、有纏頭、
故左典厩都鄙上下向之毎度、令止宿此所給
之間、大炊者為御寵物也、

頼朝、上洛する途上で青墓宿を訪れ、当地の
長者大炊の息女を召す。大炊はかつて源義朝
の妾だった。

青墓宿長者大炊息女 『吾妻鏡』

36 建久2年1月1日 1191年1月1日 千葉介常胤献椀飯、…盃酒及歌舞云々、 千葉常胤が椀飯を献じ、盃酒や歌舞も催され
た。 児童：童舞 『吾妻鏡』

37 建久2年3月3日 1191年3月3日
鶴岳宮法会、有童舞十人〈筥根垂髪〉、又臨
時祭…、

鶴岡法会があり、箱根山から召された十名の
児童により童舞が催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

童舞十人、筥根山御経供養、 鶴岡で十名に児童による童舞が催される。 児童：童舞 『鶴岡社務記録』

38 建久2年8月15日 1191年8月15日 鶴岳放生会、幕下御参宮、経供養、導師安
楽房重慶、有童舞〈筥根児童云々〉、

鶴岡放生会があり、箱根山児童により童舞が
催される。 児童：童舞 『吾妻鏡』

39 建久2年10月25日 1191年10月25日 来月鶴岳可有遷宮之子細被凝群儀之、…為
令唱宮人曲、召下多好方云々、

来月の鶴岡遷宮に関して群議が開かれ、宮人
曲を奏すため京都楽人の多好方を招請するこ
とが決まる。

多好方：宮人曲 『吾妻鏡』

40 建久2年11月19日 1191年11月19日
召右近将監好方於幕府賜盃酒、好方尽野（郢）
曲、善信候御前、助音太絶妙也、又重忠・
景季等、依仰於当座習神楽曲、両人器量之
由、好方感申云々、

多好方が召され、幕府にて三善康信の助音を
得つつ郢曲を披露し、当座で畠山重忠・梶原
景季に神楽曲を伝習する。両人の技量に好方
は感嘆する。

多好方：郢曲
三善康信：助音
畠山重忠・梶原景季：神楽伝習

『吾妻鏡』

41 建久2年11月21日 1191年11月21日

鶴岳八幡宮并若宮及末社等遷宮也、…好方
唱宮人曲、頗有神感之瑞相云々、

鶴岡遷宮の儀が行われ、多好方が宮人曲を唱
奏す。 多好方：神楽 『吾妻鏡』

遷宮為御神楽宮人之曲被召下、左近将監多
好方云々、…楽所此時被始置之、左一者平
内府生狛盛光、右一者多左衛門尉景節、

鶴岡遷宮の儀にて御神楽で宮人曲が多好方に
より奏せらる。この時初めて楽所が鶴岡に設
置され、左一者に狛盛光、右一者に多好節を
任じる。

狛盛光・多好節 『鶴岡社務記録』

42 建久2年11月22日 1191年11月22日 多好方等欲帰洛之間、自政所賜餞別、 好方・好節等、帰洛につき政所から餞別を賜る。 『吾妻鏡』

43 建久2年12月19日 1191年12月19日
為鶴岳神事、遣山城江次久家以下侍十三人、
可伝神楽秘曲之由、所被成下御教書於好方
之許也、

幕府、鶴岡神事のため、多好方に大江久家以
下十三名への神楽秘曲伝授を依頼する。

多好方：神楽
大江久家等：神楽伝習 『吾妻鏡』

44 建久2年12月19日 1191年12月19日
頼朝、鶴岡八幡宮ノ伶人山城久家等十三人
ヲ京都ニ遣シ、多好方ニ就キテ神楽ノ秘曲ヲ
受ケシム、

頼朝、鶴岡伶人の大江久家等十三名を京都に
派遣し、多好方より神楽秘曲を伝習させる。

多好方：神楽
大江久家等：神楽伝習

『鶴岡八幡宮寺社務職
次第』

45 建久3年2月12日 1192年2月12日 鶴岡御神楽、幕下御参云々、 鶴岡にて御神楽が催される。 『吾妻鏡』

46 建久3年3月3日 1192年3月3日 鶴岡法会舞楽如例、幕下御参、若公扈従給
云々、 鶴岡法会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

47 建久3年3月4日 1192年3月4日 江次久家為相傳神楽秘曲等上洛、 大江久家等、神楽秘曲伝授のため上洛。 大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』

48 建久3年8月15日 1192年8月15日 鶴岡放生会舞楽也、将軍家無御出、上総介
義兼為奉幣御使、着廻廊、有経営舞楽等、 鶴岡放生会にて舞楽が催される。 『吾妻鏡』

49 建久3年11月22日 1192年11月22日 於鶴岡宮有御神楽、是御堂供養不可有魔障
之由御祈禱也、

来月実施予定の御堂供養で支障のないよう鶴
岡で御神楽を催す。 『吾妻鏡』

50 建久4年2月7日 1193年2月7日

来三月三日鶴岡法会舞楽事、先々召伊豆・
筥根両山児童等雖遂行之、供僧門弟等已有
数、又御家人子息等中、撰催可然少生、可
調楽之旨、被仰若宮別当法眼云々、因之因
幡前司子息摩尼珠、判官代子息藤一、筑後
権守子息竹王等応其撰云々、

来月三月三日の鶴岡法会の舞楽では、これま
での伊豆山・箱根山の児童による童舞ではな
く、鶴岡八幡宮寺の供僧門弟や御家人子息で
実施することとなり、御家人子息では大江広
元子息の摩尼珠、藤原邦通子息の藤一、藤原
俊兼子息の竹王が選ばれる。

児童：童舞
供僧門弟：童舞
大江広元子息麻尼珠：童舞
藤原邦通子息藤一：童舞
藤原俊兼子息竹王：童舞

『吾妻鏡』

51 建久4年2月27日 1193年2月27日 鶴岡宮寺舞殿、此間新造、今日被立之、 鶴岡の舞殿が新造される。 『吾妻鏡』

52 建久4年3月3日 1193年3月3日
鶴岡法会、将軍家御参、舞楽如例、但当宮
別当供僧等門弟并御家人子息等為舞童也、

鶴岡法会にて恒例の舞楽が催されるが、童舞
は鶴岡別当供僧・門弟や御家人子息が担った。供僧門弟・御家人子息：童舞 『吾妻鏡』

若宮児十二人并御所侍子息等童舞始在之、 鶴岡供僧児童十二名と御家人子息等の童舞が
初めて実施される。 供僧門弟・御家人子息：童舞 『鶴岡社務記録』

53 建久4年5月15日 1193年5月15日 手越・黄瀬川已下近辺遊女令群参、列候御
前、而召里見冠者義成、向後可為遊君別当…、

頼朝、富士野・藍沢の巻狩の間、手越・黄瀬
川近在の遊女が群集し、里見義成を召して遊
君別当に任じ、以後遊女に関する事は義成が
取り次ぐ。

遊女 『吾妻鏡』

54 建久4年5月28日 1193年5月28日
爰祐経・王藤内等所令交会之遊女、手越少将、
黄瀬川之亀鶴等則喚、此上祐成兄弟討父敵
之由発高聲、

曾我兄弟による工藤祐経と王藤内の殺害現場
には、手越の少将・黄瀬川の亀鶴など遊女が
居合わせていた。

『吾妻鏡』

55 建久4年6月1日 1193年6月1日 曽我十郎祐成妾大磯遊女〈号虎〉、雖被召出
之、如口状者、無其咎之間、被放遣畢、

曽我兄弟による工藤祐経襲撃事件の後、曽我
祐成の妾大磯遊女の虎が放免される。 『吾妻鏡』

56 建久4年6月13日 1193年6月13日 放生会童舞習始之、 鶴岡放生会に向けた童舞の伝習が開始され
る。 児童：童舞 『鶴岡社務記録』

57 建久4年6月18日 1193年6月18日 故曽我十郎妾〈大磯虎、雖不除髪、着黒衣
袈裟〉…則今日遂出家、赴信濃国善光寺…、

曽我祐成の妾大磯遊女の虎が、箱根山別当
行実坊にて亡父の仏事を営み、その後出家し
善光寺へ赴く。

『吾妻鏡』

58 建久4年7月18日 1193年7月18日
鶴岳若宮陪従江右近将監久家、属右近将監
好方、為傳神楽秘曲、…宮人曲申秘蔵之条、
雖可謂勿論、令傳久家者、奉授将軍之由可
思食准也云々、

鶴岡陪従の大江久家に神楽秘曲を伝授する件
について、多好方が秘蔵を理由に拒むも幕府
は将軍に伝授するのと同じであると再度久家
への伝授を依頼。

多好方：神楽
大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』
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59

源
頼
朝
期
（
流
人
時
代
・
将
軍
時
代
）

建久4年10月7日 1193年10月7日
多好節依召自京都参着、来月於鶴岡依可有
御神楽也、又右近将監久家同帰参、是為令
相伝秘曲、先日所上洛也、宮人曲不残一事
伝授之由申之…、

鶴岡御神楽のため多好節が京都より参着。大
江久家も宮人曲を習得して帰参。多好方の添
状には、本来宮人曲は譜第への伝授に限られ
る旨が記される。

多好方・好節：神楽
大江久家：神楽伝習 『吾妻鏡』

60 建久4年11月4日 1193年11月4日 鶴岡八幡宮神事、…次及深更有御神楽、多
好節唱宮人曲…、

鶴岡神事があり、夜更けに御神楽が催される。
鎌倉に滞在していた多好節が宮人曲を奏す。 多好節：神楽 『吾妻鏡』

61 建久4年11月12日 1193年11月12日 右近将監多好方承神楽賞、今日以飛騨国荒
木郷地頭職、被成政所御下文訖…、

多好方が神楽秘曲伝授の褒賞として、幕府か
ら飛騨国荒木郷地頭職を賜る旨、政所下文が
発給される。

『吾妻鏡』

62 建久5年2月2日 1194年2月2日 江間殿嫡男〈童名金剛、年十三〉元服、…
次三献、椀飯、其後盃酒数巡、殆及歌舞云々、

北条義時嫡男泰時の元服の儀にて、恒例の
式三献や椀飯、盃酒が執り行われ、歌舞にも
及ぶ。

『吾妻鏡』

63 建久5年3月15日 1194年3月15日
将軍家渡御于若宮別当坊、是別当法眼自京
都招下垂髪、尤堪郢律舞曲、可覧其芸之由
…僧徒及延年…、

頼朝、若宮別当法眼の招きで、京都から呼ば
れた郢曲堪能の児童の芸を覧じ、僧徒の延年
も披露される。

児童：郢曲
僧徒：延年 『吾妻鏡』

64 建久5年8月15日 1194年8月15日 鶴岳放生会、有舞楽、 鶴岡放生会があり、舞楽が催される。 『吾妻鏡』

65 建久5年閏8月2日 1194年閏8月2日
於三浦又小笠懸、昨日勝負云々、其後、於
船中興宴、遊女棹一葉参、猿楽小法師中太
丸参施芸、上下解頷云々、

頼朝・政子等、三浦に渡御。三浦での小笠懸
の後に、船中での酒宴が催され、遊女の小舟
一艘が参り、また猿楽師中太丸が呼ばれ芸を
披露する。

遊女
猿楽師中太丸：猿楽 『吾妻鏡』

66 建久5年11月4日 1194年11月4日
鶴岳八幡宮御神楽也、…右近将監大江久家
唱秘曲等、畠山次郎重忠・梶原左衛門景季
候付歌云々、

鶴岡で御神楽が催され、陪従の大江久家が秘
曲を奏し、畠山重忠・梶原景季が唱和する。

大江久家：神楽
畠山重忠・梶原景季：唱歌 『吾妻鏡』

67 建久6年2月11日 1195年2月11日 鶴岳八幡宮御神楽、 鶴岡にて御神楽が催される。 『吾妻鏡』

68 建久6年7月29日 1195年7月29日 早旦渡御濱御所…又聞食管弦妙曲、北条殿
経営、 頼朝、浜の御所に渡御し、管弦を鑑賞する。 『吾妻鏡』

69 建久6年8月15日 1195年8月15日 鶴岡放生会也、…有舞楽、 鶴岡放生会があり、舞楽が催される。 『吾妻鏡』

70 建久6年11月10日 1195年11月10日 鶴岳御神楽也、…陪従江左衛門尉景節唱秘
曲等。于時風雨俄起、殆有神感之瑞云々、

鶴岡で御神楽が催され、陪従の大江景節が秘
曲を奏す。その効験は多氏と同等のものとして
記載される。

大江景節：神楽 『吾妻鏡』

71

源
頼
家
期

正治元年3月11日 1199年3月11日 御神楽被行之、去二月延引故也、 二月の御神楽が延期したため、本日催される。 『鶴岡社務記録』

72 正治元年11月8日 1199年11月8日
右近将監多好方、去建久四年依宮人曲賞、
自故右大将賜飛騨国荒木郷訖、…可譲補子
息好節之由申之、

多好方、宮人曲伝授の褒賞として賜った飛騨
国荒木郷地頭職を子息好節に譲与する旨、認
められる。

『吾妻鏡』

73 正治2年閏2月29日 1200年閏2月29日 羽林歴覧永福寺已下近辺勝地給、…於永福
寺有郢曲之、僧児童等参釣殿、頻申行盃酒、

源頼家、永福寺以下の景勝地を巡覧し、夜に
永福寺にて郢曲が催され酒宴が開かれる。 『吾妻鏡』

74 正治2年6月15日 1200年6月15日 勝長寿院一切経会、結構舞楽、羽林出御、 勝長寿院一切経会にて舞楽も行われる。 『吾妻鏡』

75 正治2年11月3日 1200年11月3日
鶴岡被行臨時祭御神楽、尼御台所并羽林御
参宮、 鶴岡で臨時の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

御神楽并臨時祭、流鏑馬十騎被始之、 鶴岡で臨時の御神楽が催される。 『鶴岡社務記録』

76 建仁元年6月1日 1201年6月1日 左金吾御参江島明神、…今夜到大磯令止宿
給、召遊君等被尽歌曲、

頼家、江島明神への参詣の折に大磯に至り止
宿す。遊女が呼び出され歌曲が尽くされる。 遊女 『吾妻鏡』

77 建仁元年6月2日 1201年6月2日 金吾令出大磯宿給処、遊君愛寿俄以落飾、 昨晩の頼家御遊に呼ばれなかった遊女愛寿が
出家。 遊女（愛寿） 『吾妻鏡』

78 建仁2年3月8日 1202年3月8日
其後入御于比企判官能員之宅、…爰有自京
都下向舞女〈号微妙〉、…此舞女依有愁訴之
旨、凌山河参向、

頼家、比企能員宅に渡御し、京都の舞女微
妙が召し出され歌舞が尽くされる。微妙は奥
州へ配流された父の消息を訪ねて旅する身の
上を訴える。

舞女（微妙）：歌舞 『吾妻鏡』

79 建仁2年3月15日 1202年3月15日 其後尼御台所入御左金吾御所、召舞女微妙、政子、頼家御所に渡御し、舞女微妙が召され
る。 舞女（微妙）：歌舞 『吾妻鏡』

80 建仁2年6月25日 1202年6月25日 於東北御所有勧盃、及数巡、召舞女微妙、
有舞曲、知康候鼓役、酒宴皆酣、

政子、頼家御所に渡御し蹴鞠会を覧ず。酒宴
が催され、舞女微妙を召し、平知康が鼓で拍
子を取る。

舞女（微妙）：歌舞
平知康：打鼓 『吾妻鏡』

81 建仁2年8月5日 1202年8月5日 舞女父為成已亡云々、彼女涕涙悶絶躃地、 微妙の父はすでに亡く、彼女は泣き悶えた。 『吾妻鏡』

82 建仁2年8月15日 1202年8月15日 入夜、舞女微妙於栄西律師禅坊遂出家〈号
持蓮〉、 舞女微妙、栄西の許で出家し亡父を追善する。 『吾妻鏡』

83 建仁2年8月24日 1202年8月24日 是古郡左衛門尉保忠、為訪舞女微妙出家事、古郡保忠、微妙の出家を受け従僧等を打擲す。 『吾妻鏡』

84 建仁2年11月9日 1202年11月9日 鶴岳御神楽如例、善進士宣衡歌庭火曲、 鶴岡で恒例の御神楽が催され、三善宣衡が庭
火曲を歌う。 三善宣衡：神楽 『吾妻鏡』

85 建仁3年1月2日 1203年1月2日 将軍若宮〈一万君〉、御奉幣鶴岳宮…被行御
神楽之処…、

頼家息の一幡が鶴岡に参詣し、御神楽が催さ
れる。 『吾妻鏡』

86 建仁3年2月4日 1203年2月4日 午尅、有祭并御神楽、将軍家御参宮、御奉
幣如例、

鶴岡で祭礼と御神楽が催され、頼家が参詣す
る。 『吾妻鏡』

87 建仁3年3月15日 1203年3月15日 永福寺一切経会、将軍家為覧舞御出、 永福寺一切経会で舞を覧ずるため頼家が参詣
する。 『吾妻鏡』

88

源
実
朝
期

元久元年2月9日 1204年2月9日 鶴岳御神楽如例、 鶴岡で恒例の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

89 元久元年8月15日 1204年8月15日 鶴岳放生会、…令出由比浦給、粧一両艘舟
船、召六七輩伶人、管弦各尽妙曲、

実朝、鶴岡放生会の後に由比浦を遊覧し一艘
の船を浮かべ数人の伶人を伴い管弦を尽くす。 伶人：管弦 『吾妻鏡』

90 建永元年8月15日 1206年8月15日 鶴岡放生会、舞楽如例、将軍家御参、 鶴岡で恒例の舞楽が催され、実朝が参詣する。 『吾妻鏡』
91 建永2年8月15日 1207年8月15日 鶴岳放生会、…舞楽等入夜取松明有其儀、 鶴岡放生会の遅延で、舞楽は夜に催される。 『吾妻鏡』
92 承元元年11月8日 1207年11月8日 鶴岳宮御神楽、将軍家御参宮、 鶴岡で御神楽が催され、実朝が参詣する。 『吾妻鏡』

93 承元2年2月3日 1208年2月3日 鶴岳宮御神楽如例、将軍家依御疱瘡無御出、鶴岡で恒例御神楽があるも、実朝は疱瘡で不
参。 『吾妻鏡』

94 承元2年11月7日 1208年11月7日 鶴岳宮御神楽、 鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』
95 承元3年11月1日 1209年11月1日 鶴岳宮神楽也、 鶴岡で御神楽が催される。 『吾妻鏡』

96 承元3年11月7日 1209年11月7日 去四日弓勝負事、負方衆献所課物、仍営中
及酒宴乱舞、公私催逸興、

弓勝負で負方による献物があり、営中で酒宴
乱舞が催される。 『吾妻鏡』

97 承元4年8月7日 1210年8月7日 鶴岳放生会舞童十二人参幕府、別当相具之、
即於鞠御壷及調楽云々、

鶴岡放生会での童舞の児童十二名が鶴岡別当
に伴われ参着し、鞠の庭にて童舞の試楽が執
り行われる。

児童：童舞 『吾妻鏡』

98 承元5年2月8日 1211年2月8日 鶴岳御神楽、臨時祭如例、 鶴岡で臨時の御神楽が恒例通り催される。 『吾妻鏡』

99 建暦元年8月15日 1211年8月15日 鶴岳放生会、将軍家依聊御不例無御出、…
密々覧舞楽、

実朝、鶴岡の放生会を病欠するも廻廊の簾中
より非公式に舞楽を覧ず。 『吾妻鏡』
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番
号
時
期 和暦 西暦 記事（音楽儀礼・芸能関係箇所の抜粋） 内容（音楽儀礼・芸能関係箇所の概略） 人物（音楽儀礼・芸能の担い手） 典拠史料

100

源
実
朝
期

建暦2年3月9日 1212年3月9日 将軍家渡御三浦三崎御所、…鶴岳別当相具
児童等参、儲於船中、有舞楽興等云々、

実朝、三浦三崎の御所に渡御。鶴岡別当が児
童等を連れ船中で座を設けて舞楽等が催され
る。

児童：童舞？ 『吾妻鏡』

101 建暦2年8月15日 1212年8月15日 鶴岳放生会、将軍家御参宮如例、…為覧舞
楽渡御廻廊、

実朝、鶴岡の放生会に参り、舞楽を覧ずるた
めに廻廊へ出る。 『吾妻鏡』

102 建暦2年11月14日 1212年11月14日
去八日絵合事、負方献所課、又召遊女等、
…各郢律尽曲、此上堪芸若少之類及延年
云々、

絵合勝負の負方による献物がされ、遊女も呼
ばれ参加者も童形にやつして郢曲が尽くされ
る。芸能に堪能な若人は延年まで披露する。

遊女・若人等：郢曲・延年 『吾妻鏡』

103 建保元年11月19日 1213年11月19日 将軍家為御覧山家景趣、…有和謌管弦等御
遊宴、

実朝、山里風景を遊覧し、二階堂行光宅で
和歌管弦の宴が催される。 『吾妻鏡』

104 建保2年8月15日 1214年8月15日 鶴岳放生会也、…経会舞楽早速被遂行也、 月蝕のため早々に一切経会・舞楽が催される。 『吾妻鏡』

105 建保3年3月3日 1215年3月3日 将軍家鶴岳宮御参詣、法会舞楽如例、 実朝、鶴岡に参詣し恒例の法会舞楽が催され
る。 『吾妻鏡』

106 建保5年9月30日 1217年9月30日 永福寺始被行舎利会、尼御台所・将軍家并
御台所御出、法会次第、舞楽已下尽美尽善、

永福寺で舎利会が開始され、政子・実朝とそ
の室が参詣。法会の次第や舞楽以下は善美が
尽くされる。

『吾妻鏡』

107

九
条
頼
経
期
（
お
よ
び
執
権
北
条
泰
時
期
）

貞応元年8月15日 1222年8月15日 鶴岡八幡宮放生会、舞楽御経供養如例、 鶴岡放生会にて恒例の舞楽等が催される。 『吾妻鏡』
108 嘉禄2年2月1日 1226年2月1日 鶴岳八幡宮恒例御神楽之間…、 鶴岡にて恒例の御神楽が催される。 『吾妻鏡』

109 嘉禄2年7月11日 1226年7月11日 於勝長寿院被修之、有一切経供養之儀、奏
舞楽、 勝長寿院での一切経会で舞楽も奏される。 『吾妻鏡』

110 安貞元年11月22日 1227年11月22日
為御祈、於常陸国鹿嶋宮、仁王経并信読大
般若経被講之、可被行御神楽之由、有其沙
汰、

幕府、祈禱のため常陸国鹿島宮にて仁王経・
大般若経供養および御神楽を催す旨を命じ
る。

『吾妻鏡』

111 安貞2年6月30日 1228年6月30日 有去廿六日杜戸遠笠懸負態、…召加舞女等、遠笠懸負方が献物を行い、酒宴に舞女も召さ
れる。 舞女 『吾妻鏡』

112 安貞2年7月24日 1228年7月24日 有田家御遊興、舞女数輩群集云々、 九条頼経、逗留先の民家での酒宴に舞女が集
う。 舞女 『吾妻鏡』

113 安貞3年2月20日 1229年2月20日 竹御所并武州室令出三浦三崎津給、是駿河
前司義村可構来迎講之儀由、依申之也、

竹御所（頼家女）等、三浦義村が迎講を催す
により三浦三崎へ渡御する。 『吾妻鏡』

114 安貞3年2月21日 1229年2月21日
於三崎海上、有来迎之儀、走湯山浄蓮房依
駿河前司之請、為結構此儀、兼参儲此所、
浮十餘艘之船、其上有件構、荘厳之粧映夕
陽之光、伎楽音如添晩浪之響也、

三崎の海上にて迎講が催される。三浦義村の
招請で走湯山から予てより浄蓮房が参じ、迎
講の儀を準備・執行する。海上に十数艘の船
が浮かび、迎講の荘厳さと伎楽の音色が夕陽
と波音と相まって増す。

浄蓮房：迎講 『吾妻鏡』

115 寛喜元年4月17日 1229年4月17日 将軍家御出于三崎津、…有管弦詠歌之儀、
佐原三郎左衛門尉相伴遊女等棹一葉参向、

頼経、三浦三崎に渡御。船中で詩歌管弦の
儀が催され、佐原家連が遊女等を伴い一艘の
小舟で参じる。

遊女 『吾妻鏡』

116 寛喜元年9月9日 1229年9月9日
武州以南条七郎次郎…被差遣京都、…可傳
神楽秘曲之由、所被仰右近将監多好方之許
也、

北条泰時、南条七郎次郎以下三名の被官人を
京都の多好方の許へ派遣し、神楽秘曲等の伝
授を命ず。

多好方:神楽
南条･横尾･美濃沢:神楽･和琴伝
習

『吾妻鏡』

117 寛喜元年12月17日 1229年12月17日 武州被遣御書於右近将監多好方、 泰時、御教書にて被官人への秘曲伝授を好方
に命ず。

多好方:神楽
南条･美濃沢:神楽･和琴伝習 『吾妻鏡』

118 寛喜2年閏1月7日 1230年閏1月7日
而好方近日可参向関東之由、有其聞、仍今
日重而被御書於好方、止下向儀、閑可授彼
曲之旨被載之云々、

多好方が秘曲伝授のため関東下向を試みる
も、泰時は京都での伝授を再度命じる。 多好方：神楽 『吾妻鏡』

119 寛喜3年7月9日 1231年7月9日 渡御駿河前司義村宅、…召伶人并舞女等、 頼経、三浦義村宅に渡御。伶人・舞女も召さ
れる。 児童：延年

120 寛喜3年12月5日 1231年12月5日 …武州被参、垂髪等及延年云々、 御所にて児童による延年が催される。 『吾妻鏡』

121 寛喜4年3月3日 1232年3月3日 於宮寺法華経供養、…舞楽如例、 鶴岡にて法華経供養があり、恒例の舞楽も催
さる。 『吾妻鏡』

122 貞永元年7月15日 1232年7月15日 勝長寿院一切経会、依有御意願、舞楽等殊
被刷其儀、

勝長寿院一切経会にて、頼経の希望により特
に舞楽等の威儀が整えられて催される。 『吾妻鏡』

123 貞永元年閏9月20日 1232年閏9月20日 依災変御祈、於鶴岳有臨時神楽、 災変祈禱のため、鶴岡で臨時の御神楽が催さ
れる。 『吾妻鏡』

124 文暦2年閏6月24日 1235年閏6月24日
為来八月鶴岡放生会舞楽、被召右近将監多
好節、但公役不指合者可参向、若又有障者、
可差多好継之由、今日被仰京都云々、

幕府、八月実施の鶴岡放生会舞楽のため、京
都楽人の多好節の派遣を命じるが、支障があ
る場合は多好継を下向させる旨を京都に命じ
る。

多好節・好継：舞楽 『吾妻鏡』

125 嘉禎元年8月18日 1235年8月18日

舞人多好氏在鎌倉之処、可令帰洛之旨、自
殿下被申之間、所被差進也、則将軍染御自
筆、令申御請文給、又御馬一疋白鹿毛、賜
好氏、両三年一度、放生会之時可参仕之由、
以木工権頭被仰含好氏云々、

鶴岡放生の舞楽には多好氏が派遣されており、
帰洛するよう九条道家から命ぜられる。頼経
より賜物が授けられ、三年に一度放生会舞楽
のために勤仕するよう命ぜられる。

多好氏：舞楽 『吾妻鏡』

126 嘉禎元年12月24日 1235年12月24日 重為御祈、於所々本宮、令転読大般若経、
可修御神楽之由、被仰下、

頼経病気平癒のため、各地の本宮に大般若経
転読と御神楽を催すよう幕府から命ぜられる。 『吾妻鏡』

127 嘉禎2年2月14日 1236年2月14日 右近将監多好節調進和琴太笛等、武州殊所
令自愛給也、

多好節、泰時に和琴・太笛を献ず。泰時は大
層気に入った。 『吾妻鏡』

128 嘉禎2年8月15日 1236年8月15日 鶴岳放生会、将軍家御出、法会舞楽如恒、 鶴岡放生会にて恒例の舞楽が催される。 『吾妻鏡』

129 嘉禎3年6月11日 1237年6月11日 奉為二位家追善、於大慈寺供養一切経、…
有舞楽、

大慈寺にて政子の追善供養があり、舞楽も催
される。 『吾妻鏡』

130 嘉禎3年7月8日 1237年7月8日
就江右近次郎久康申請、可令授神楽歌曲於
久康之旨、被遣御教書於左近将監中原景康、
是為鶴岳御神楽也、

大江久康の申し出により、鎌倉在住の中原景
安に御教書をもって久康へ秘曲伝授するよう
命じる。

中原景安：神楽
大江久康：神楽伝習 『吾妻鏡』

131 嘉禎3年7月10日 1237年7月10日 神楽曲可授久康事、景康進領状請文云々、 中原景安、久康への神楽秘曲伝授を了承する。中原景安：神楽
大江久康：神楽伝習 『吾妻鏡』

※１：本表は『吾妻鏡』を中心に、最初に音楽関係記事が登場する治承４年（1180）から、鎌倉幕府が中原景安をはじめとして独自の鎌倉楽人を擁するよう
になる嘉禎3年（1237）の時期までの、鎌倉幕府および幕府関係者・御家人の音楽儀礼・音楽芸能に関わる記事を採録したものである。

※２：採録した記事のなかには、慣用句として「詩歌管弦」「歌舞」などが酒宴に付随して用いられている事例も散見されるが本表では掲出している。こう
した用語が使われない・記録されない酒宴（例えば将軍渡御など）が圧倒的に事例として多いことを踏まえると、前述の用語が使われる・記録される
事例には音楽的素養を備えた人物の参加が想定される。

※３：「人物（音楽儀礼・芸能の担い手）」の項目については、担い手が記されていない記事や、音楽芸能の実施が推定されるも、その担い手を推測できない
記事（例えば『吾妻鏡』中で鶴岡八幡宮寺での恒例御神楽・放生会の実施のみが記録される場合がある。この場合、儀礼には童舞の舞楽が伴い、その
担い手として児童（垂髪）が存在したことを想定しうるが、記録として記載されていない）は排除している。
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三
七
）［【
表
】
131
］
と
し
て
い
る
。
か
つ
て
拙
稿
で
地
下
楽
家
中
原
氏
を
事
例
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、
初
期
鎌
倉
幕
府
で
は
、
多
氏
や
狛
氏
・
豊
原
氏
な
ど
の
大
多
数
の

楽
人
を
一
族
に
擁
す
る
著
名
な
中
央
地
下
楽
家
を
都
市
鎌
倉
に
招
請
し
、
幕
府
音
楽

儀
礼
へ
の
従
事
や
幕
府
関
係
者
へ
の
秘
曲
伝
授
等
を
依
頼
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
概
要
を

記
せ
ば
、
彼
ら
京
都
楽
人
は
、
幕
府
儀
礼
の
都
度
招
請
さ
れ
る
た
め
、
鎌
倉
在
住
で

は
な
く
本
来
の
音
楽
活
動
拠
点
を
畿
内
近
国
に
保
持
し
た
ま
ま
下
向
し
、
儀
礼
を
終

え
る
と
基
本
的
に
は
帰
洛
す
る
［【
表
】
39
～
42
な
ど
］。
成
立
当
初
の
鎌
倉
幕
府
は
、

い
わ
ば
京
都
楽
人
を
招
請
す
る
こ
と
で
中
央
の
音
楽
儀
礼
を
摂
取
し
て
い
た
の
だ

が
、
か
か
る
受
容
形
態
に
変
化
が
生
じ
た
の
が
執
権
北
条
泰
時
の
時
期
で
あ
る
。
泰

時
期
に
は
中
原
景
安
の
事
例
の
ご
と
く
都
市
鎌
倉
に
在
住
し
て
鎌
倉
楽
人
と
し
て
活

動
す
る
地
下
楽
人
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
幕
府
も
彼
ら
を
独
自
に
編
成
し
て
音
楽
儀

礼
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（［【
表
】
130
・
131
］、
及
び
『
楽
所
補
任
』）。

と
り
わ
け
泰
時
期
以
降
の
幕
府
の
音
楽
儀
礼
を
主
導
し
た
の
は
鎌
倉
楽
人
と
な
っ
て

い
た
地
下
楽
家
中
原
氏
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
幕
府
は
従
来
の
楽
人
招
請
に
よ

る
音
楽
受
容
か
ら
、
楽
人
を
独
自
に
編
成
す
る
こ
と
で
音
楽
受
容
と
鎌
倉
周
辺
へ
の

音
楽
伝
播
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
【
表
】
は
、
鎌
倉
幕
府

が
中
原
景
安
な
ど
京
都
楽
人
を
独
自
に
編
成
し
始
め
る
時
期
以
前
ま
で
の
記
事
を
採

集
し
て
お
り
、
初
期
段
階
で
の
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
楽
人
招
請
に
よ
る
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
て
い
く（

（1
（

。

　
【
表
】
を
参
照
し
つ
つ
、
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
、
そ
の
傾
向
を

子
細
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
ま
ず
は
都
市
鎌
倉
の
最
も
中
核
的
な
音
楽

受
容
拠
点
で
あ
り
幕
府
儀
礼
の
中
心
で
あ
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
場
合
で
あ
る
。
当

初
鶴
岡
で
の
音
楽
儀
礼
の
催
行
は
、
東
国
在
来
の
伊
豆
山
権
現
と
箱
根
権
現
の
両
権

現
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
三
月
の
梶
原
景
時
発
願

の
鶴
岡
大
般
若
供
養
会
で
は
、
舞
楽
が
催
さ
れ
て
「
筥
根
児
五
人
、
伊
豆
山
児
三
人
」

と
八
名
の
児
童
が
舞
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
童
舞
も
行
わ
れ
て
い

た
［【
表
】
19
～
20
］（

（1
（

。
以
後
も
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
二
月
の
鶴
岡
舞
楽
法
会

で
は
「
童
形
八
人
」
が
［【
表
】
25
］、
同
年
八
月
の
式
年
鶴
岡
放
生
会
で
は
「
筥
根

山
児
童
八
人
」
が
み
え
［【
表
】
30
］、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
八
月
の
式
年
鶴
岡

放
生
会
で
は
「
舞
童
自
伊
豆
山
参
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
［【
表
】
33
］、
童
舞
で
の

舞
人
を
在
来
の
伊
豆
山
・
箱
根
山
か
ら
招
い
て
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最

初
期
の
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
、
舞
楽
を
伴
う
音
楽
儀
礼
で
は
、
伊
豆
山
・
箱
根
両
権

現
の
在
来
大
寺
社
か
ら
、
所
属
す
る
舞
童
を
派
遣
し
て
も
ら
い
実
施
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
初
期
鶴
岡
に
一
切
楽
人
・
舞
人
が
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
く
、
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
閏
二
月
や
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
正
月
な
ど
で

は
、
頼
朝
が
鎌
倉
を
政
治
拠
点
と
し
始
め
た
早
い
段
階
で
御
神
楽
が
催
さ
れ
て
お
り

［【
表
】
2
・
3
］、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
八
月
の
鶴
岡
放
生
会
で
は
「
法
会
之

舞
楽
」
が
［【
表
】
23
］、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
六
月
の
鶴
岡
御
塔
供
養
で
も
舞

楽
が
催
さ
れ
て
お
り
［【
表
】
28
］、
お
そ
ら
く
成
人
舞
で
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
鶴
岡
で

は
必
ず
し
も
伊
豆
山
・
箱
根
両
権
現
の
舞
人
（
舞
童
）
の
み
に
依
拠
し
て
は
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
陪
従
（
東
遊
な
ど
神
社
で
の
音
楽
儀

礼
で
管
弦
を
奏
す
る
楽
人
）
が
不
在
で
あ
り
、
そ
の
執
行
は
本
来
の
式
次
第
に
比
べ

不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
［【
表
】
8
］。
そ
れ
で
も
、
鶴
岡
で
は
儀
礼
整

備
と
儀
礼
に
伴
う
音
楽
受
容
が
漸
次
進
展
を
み
せ
、
先
述
し
た
建
久
元
年
（
一
一
九

〇
）
八
月
の
式
年
放
生
会
で
は
「
次
供
僧
等
大
行
道
、
次
法
華
経
供
養
」
と
あ
り
、

鶴
岡
供
僧
が
読
経
し
な
が
ら
本
尊
や
堂
舎
を
巡
行
す
る
行
道
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
［【
表
】
33
］。
通
常
、
行
道
で
は
菩
薩
面
を
着
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
鶴
岡
に
は
今
も
鎌
倉
期
制
作
の
菩
薩
面
一
面
が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は

十
二
面
存
在
し
て
い
た
と
い
う
（『
集
古
十
種
』（

（1
（

）。
本
面
は
他
の
鶴
岡
所
蔵
の
舞
楽



− 8 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第47号（2020年12月）

面
と
と
も
に
伝
来
し
て
い
る
た
め
、
舞
楽
の
菩
薩
舞
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
捨
て

き
れ
な
い（

（1
（

。
た
だ
、
田
邉
三
郎
助
は
本
面
を
鎌
倉
盛
期
の
作
風
と
見
做
し
、
他
の
鶴

岡
所
蔵
舞
楽
面
や
神
奈
川
県
内
の
舞
楽
面
の
作
例
か
ら
鎌
倉
前
期
の
も
の
と
捉
え
て

お
り（

（1
（

、
本
記
事
が
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
行
道
実
施
の
初
見
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
鶴
岡
所
蔵
の
菩
薩
面
は
こ
の
儀
礼
に
関
連
す
る
行
道
面
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る（

（2
（

。

　

と
り
わ
け
鶴
岡
の
音
楽
儀
礼
整
備
が
進
展
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
種
々
先
行
研
究

で
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
の
大
火
に
よ
る
同
宮
の
焼
失
と
そ

の
復
興
を
契
機
と
し
て
い
る（

（2
（

。
畿
内
の
東
大
寺
や
石
清
水
八
幡
宮
な
ど
の
大
寺
社
と

同
様
に
、
幕
府
は
鶴
岡
に
も
楽
所
を
設
置
し
［【
表
】
41
］、
舞
殿
も
造
営
し
て
い
る

［【
表
】
51
］。
さ
ら
に
童
舞
の
舞
人
は
、
伊
豆
山
・
箱
根
山
か
ら
の
派
遣
で
は
な
く

鶴
岡
供
僧
門
弟
や
御
家
人
子
息
で
担
う
よ
う
に
な
り
［【
表
】
50
・
52
］、
楽
人
も
京

都
楽
人
で
は
な
く
、
例
え
ば
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
十
一
月
の
鶴
岡
御
神
楽
で
は

鶴
岡
陪
従
の
大
江
久
家
が
地
下
楽
人
多
好
方
か
ら
授
け
ら
れ
た
秘
曲
（
お
そ
ら
く

「
宮
人
曲
」
か
）
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
る
［【
表
】
66
］。
こ
の
結
果
、
源
頼
朝
段

階
の
幕
府
音
楽
儀
礼
は
、
舞
人
・
楽
人
と
も
に
次
第
に
鶴
岡
伶
人
や
供
僧
門
弟
・
御

家
人
子
息
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
だ
し
、
頼
朝
以
降
の
頼
家
・
実
朝
等
の
源
氏
将
軍
期

で
京
都
楽
人
が
鎌
倉
へ
下
向
す
る
事
例
は
史
料
上
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　

ま
た
中
央
の
音
楽
儀
礼
は
鶴
岡
以
外
の
鎌
倉
社
寺
へ
も
拡
が
っ
て
い
く
。
正
治
二

年
（
一
二
〇
〇
）
六
月
・
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
七
月
等
で
は
勝
長
寿
院
の
一
切

経
会
で
舞
楽
が
［【
表
】
74
・
109
］、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
三
月
・
建
保
五
年

（
一
二
一
七
）
九
月
で
は
二
階
堂
永
福
寺
で
の
舞
御
覧
や
舎
利
会
に
伴
う
舞
楽
が
催

さ
れ
て
い
る
［【
表
】
87
・
106
］。
鶴
岡
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
に
お
い
て
鎌
倉
初
期

の
早
い
時
期
か
ら
音
楽
儀
礼
が
受
容
さ
れ
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
は
、
こ
れ

ら
社
寺
が
御
願
寺
社
と
し
て
初
期
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
上
の
重
要
拠
点
で
あ
り
、

か
つ
鎌
倉
密
教
を
形
作
る
中
核
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
よ
う（

（2
（

。
こ
う
し

た
寺
社
で
の
音
楽
儀
礼
は
、
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
期
に
お
い
て
、「
勝
長
寿
院
一
切

経
会
、
依
有
御（

九
条
頼
経
）

意
願
、
舞
楽
等
殊
被
刷
其
儀
」（
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
閏
九
月

二
十
日
条
、［【
表
】
122
］）
と
さ
れ
、
儀
礼
に
伴
う
舞
楽
等
の
威
儀
が
整
備
さ
れ
て

い
く
。

二　
「
楽
人
招
請
型
」
に
よ
る
音
楽
受
容
の
実
態

（
1
）「
楽
人
招
請
型
」
の
到
達
点
─
源
頼
朝
期
─

　

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
成
立
当
初
の
初
期
鎌
倉
幕
府
で
は
伝
統
的
な
中
央
地
下

楽
家
一
族
の
多
氏
や
狛
氏
・
豊
原
氏
等
を
、
幕
府
儀
礼
の
都
度
に
都
市
鎌
倉
へ
招
請

し
た
り
、
あ
る
い
は
招
請
時
に
陪
従
や
御
家
人
へ
の
音
楽
伝
習
を
依
頼
す
る
な
ど
し

て
様
々
に
音
楽
の
受
容
を
図
っ
て
き
た
。
初
期
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
音
楽
受
容
は
京

都
楽
人
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
の
音
楽
家
を
招
請
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

本
稿
で
は
こ
の
受
容
形
態
を
「
楽
人
招
請
型
」
と
呼
称
し
、
執
権
北
条
泰
時
期
（
摂

家
将
軍
期
）
で
の
地
下
楽
家
中
原
氏
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
鎌
倉
楽
人
の
独
自
編
成

を
通
じ
た
受
容
形
態
と
区
別
し
て
理
解
す
る
こ
と
と
し
た
い（

（2
（

。

　

さ
て
、
初
期
鎌
倉
幕
府
は
「
楽
人
招
請
型
」
に
よ
っ
て
音
楽
儀
礼
を
摂
取
し
て
い

く
が
、
そ
の
受
容
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。【
表
】
を
通

じ
た
前
章
で
の
検
討
よ
り
、
結
果
的
に
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
音
楽
儀
礼
（
と
り
わ
け
童

舞
）
は
供
僧
門
弟
や
御
家
人
子
息
な
ど
鎌
倉
在
住
の
人
間
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
「
楽
人
招
請
型
」
で
の
音
楽
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
変

遷
と
鎌
倉
で
の
音
楽
文
化
の
担
い
手
の
視
点
か
ら
再
度
検
討
し
て
み
た
い
。
鶴
岡
御

神
楽
で
陪
従
を
勤
め
る
大
江
氏
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
地
下
楽
家
多
氏
の
秘
曲
「
宮

人
曲
」
を
奏
で
る
ま
で
の
文
化
的
な
成
長
を
見
せ
る
［【
表
】
66
］（

（2
（

。
そ
れ
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
に
『
吾
妻
鏡
』
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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【
史
料
Ａ
】『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
十
一
月
四
日
条
［【
表
】
60
］

四
日
丁
卯
、
鶴
岡
八
幡
宮
神
事
也
、
将（

源
頼
朝
）

軍
家
御
参
、
先
被
行
問
答
講
、
次
及
深

更
有
御
神
楽
、
多
好
節
唱
宮
人
曲
、
于
時
陰
雲
俄
横
而
雨
灑
瑞
蘺
、
寒
天
雖
暗

兮
星
現
寶
殿
、
神
威
揭
焉
、
凢
耳
難
覃
云
々
、

【
史
料
Ｂ
】『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
十
一
月
十
日
［【
表
】
70
］

十
日
辛
卯
、
鶴
岡
御
神
楽
等
也
、
将
軍
家
有
御
参
、
陪
従
江
左
衛
門
尉
景
節
唱

秘
曲
等
、
于
時
風
雨
俄
起
、
殆
有
神
威
之
瑞
云
々
、

　
【
史
料
Ａ
】
は
京
都
楽
人
の
多
好
節
が
式
年
の
鶴
岡
御
神
楽
で
宮
人
曲
を
奏
し
た

際
の
記
事
で
あ
る
。
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
十
月
、
好
節
は
神
楽
秘
曲
を
授
け
た

鶴
岡
陪
従
の
大
江
久
家
と
と
も
に
す
で
に
鎌
倉
に
下
向
し
て
お
り
、
翌
月
実
施
の
鶴

岡
御
神
楽
に
お
け
る
秘
曲
宮
人
曲
の
演
奏
も
織
り
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
翌
年
の
式
年
鶴
岡
御
神
楽
で
は
［【
表
】
66
］
に
あ
る
通
り
、
大
江
久
家
が

宮
人
曲
を
、
そ
し
て
御
家
人
の
畠
山
重
忠
・
梶
原
景
季
が
唱
和
し
て
い
る
。
さ
ら
に

翌
年
の
【
史
料
Ｂ
】
は
、「
陪
従
江
左
衛
門
尉
景
節
」
が
宮
人
曲
等
の
神
楽
秘
曲
を

奏
じ
た
記
事
で
あ
る
。
大
江
久
家
と
の
系
譜
関
係
は
未
詳
な
が
ら
も
、
同
じ
く
大
江

姓
の
景
節
が
陪
従
を
務
め
て
い
る
た
め
、
鶴
岡
の
音
楽
儀
礼
で
は
基
本
的
に
陪
従
大

江
氏
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

（2
（

。

　

そ
の
神
楽
秘
曲
の
効
験
に
つ
い
て
、
大
江
景
節
は
「
于
時
風
雨
俄
起
、
殆
有
神
威

之
瑞
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
多
好
節
が
宮
人
曲
を
奏
じ
た
際
の
効
験
で
「
于
時

陰
雲
俄
横
而
雨
灑
瑞
蘺
、
寒
天
雖
暗
兮
星
現
寶
殿
、
神
威
揭
焉
」
と
表
現
さ
れ
た
こ

と
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
本
記
述
が
、
神
楽
秘
曲
本
来
の
霊
験
を

表
現
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
幕
府
の
命
令
で
鶴
岡
陪
従
の
大
江
久
家
を

上
洛
さ
せ
て
神
楽
秘
曲
を
習
得
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
鶴
岡
神
事
に
お

け
る
陪
従
の
楽
舞
演
奏
が
、
京
都
楽
人
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
効
験
を
有
し
た
象
徴
的

な
記
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
の
鶴
岡
焼
失
以
来
、

源
頼
朝
は
本
社
石
清
水
八
幡
宮
の
勧
請
を
は
じ
め
鶴
岡
の
儀
礼
整
備
を
急
速
に
進
め

て
き
た
。
と
り
わ
け
神
事
（
放
生
会
を
構
成
す
る
法
会
や
舞
楽
・
相
撲
・
流
鏑
馬
な

ど
）
の
整
備
に
よ
り
、
御
家
人
た
ち
の
八
幡
信
仰
と
崇
敬
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ

た（
（2
（

。
鶴
岡
陪
従
大
江
氏
の
宮
人
曲
習
得
の
記
事
は
、
鶴
岡
の
神
威
を
増
進
さ
せ
、
か

つ
本
社
石
清
水
八
幡
宮
と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
鶴
岡
神
事
の
到
達
点
を
、
喧
伝
す

る
内
容
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。【
表
】
に
よ
れ
ば
、
以
後
の
将
軍
頼
家
・
実
朝

期
で
は
鎌
倉
へ
下
向
し
た
京
都
楽
人
等
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
幕
府
が
音
楽
受

容
の
た
め
に
積
極
的
に
京
都
側
へ
働
き
か
け
た
様
子
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

先
の
記
述
が
さ
れ
た
理
由
は
、「
楽
人
招
請
型
」
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
受
容
政

策
が
、
鶴
岡
儀
礼
で
の
陪
従
・
供
僧
・
御
家
人
を
音
楽
儀
礼
の
担
い
手
と
し
た
こ
と

で
一
応
の
到
達
点
を
み
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
2
）「
楽
人
招
請
型
」
の
変
遷
─
源
頼
家
・
実
朝
期
～
九
条
頼
経
期
─

　

源
頼
朝
期
に
到
達
し
た
「
楽
人
招
請
型
」
期
の
音
楽
儀
礼
は
将
軍
頼
家
・
実
朝
期

で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
頼
家
・
実
朝
両
将
軍
期
で
は
京
都
楽
人
の
鎌
倉
下
向
や
幕

府
関
係
者
の
上
洛
に
よ
る
音
楽
伝
習
事
例
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、
永
福
寺
や
勝

長
寿
院
へ
の
音
楽
儀
礼
の
伝
播
お
よ
び
実
施
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
両
将
軍
期
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
頼
家
期
で
は
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
一
月
に
幕
府
の
文
章
生
三

善
宣
衡
が
鶴
岡
恒
例
御
神
楽
で
神
楽
曲
の
庭
火
を
歌
い
［【
表
】
84
］、
実
朝
期
で
は

承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
八
月
に
来
る
式
年
鶴
岡
放
生
会
で
催
さ
れ
る
童
舞
の
た
め
、

鶴
岡
の
舞
童
十
二
名
で
試
楽
が
実
施
さ
れ
て
い
る
［【
表
】
97
］。
と
り
わ
け
実
朝
期

で
は
、
御
家
人
邸
宅
へ
の
渡
御
に
伴
っ
て
舞
楽
や
管
弦
が
盛
大
に
催
さ
れ
て
お
り

［【
表
】
100
・
103
］、
都
市
鎌
倉
周
辺
で
の
音
楽
儀
礼
の
拡
が
り
も
認
め
ら
れ
よ
う
。

頼
家
・
実
朝
両
将
軍
期
の
音
楽
文
化
は
、
音
楽
教
習
を
通
じ
た
京
都
楽
人
と
の
繋
が

り
を
史
料
上
認
め
ら
れ
な
く
と
も
、
決
し
て
断
絶
や
衰
退
を
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。



− 10 −

神奈川県立博物館研究報告−人文科学−第47号（2020年12月）

頼
朝
段
階
の
「
楽
人
招
請
型
」
期
音
楽
受
容
の
到
達
点
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
都
市
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
地
域
の
な
か
で
享
受
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
源
頼
家
・
実
朝
期
で
は
、「
舞
楽
如
例
」
と
『
吾
妻
鏡
』

の
な
か
で
記
載
さ
れ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
、
音
楽
儀
礼
が
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
が

窺
え
る
。
当
該
期
の
鎌
倉
に
お
け
る
音
楽
儀
礼
は
、
音
楽
的
素
養
の
あ
る
陪
従
大
江

氏
（
鎌
倉
に
定
住
し
た
か
は
未
詳
）
を
は
じ
め
、
鶴
岡
伶
人
（
童
舞
で
は
供
僧
門
弟

や
御
家
人
子
息
）
に
よ
っ
て
基
本
的
に
担
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
で
問
題
な
く

済
ま
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
源
氏
三
代
将
軍
の
系
統
が
途
絶
え
、
京
都
よ
り
摂
関
家
九
条
頼
経
が
鎌

倉
将
軍
と
し
て
下
向
し
て
く
る
と
、
音
楽
受
容
の
あ
り
方
に
変
化
が
見
え
る
。
そ
れ

を
示
す
の
が
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
九
月
、
執
権
北
条
泰
時
期
に
行
わ
れ
た
泰
時

被
官
人
等
へ
の
秘
曲
伝
授
を
目
的
と
し
た
上
洛
命
令
で
あ
る
。
再
び
鎌
倉
幕
府
は
、

京
都
楽
人
に
よ
る
音
楽
教
習
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
Ｃ
】『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
九
月
九
日
条
［【
表
】
116
］

九
日
癸
酉
、
武（

泰
時
）州

以
南
条
七
郎
次
郎
・
横
尾
左
近
将
監
・
美
濃
澤
右
近
二
郎
・

弥
平
太
三
郎
等
、
被
差
遣
京
都
、
是
於
南
条
者
授
和
琴
、
至
其
外
三
人
者
可
伝

神
楽
秘
曲
之
由
、
所
被
仰
右
近
将
監
多
好
方
之
許
也
、

【
史
料
Ｄ
】『
吾
妻
鏡
』
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
閏
六
月
二
十
四
日
条
［【
表
】
124
］

廿
四
日
乙
卯
、
為
来
八
月
鶴
岡
放
生
会
舞
楽
、
被
召
右
近
将
監
多
好
節
、
但
公

役
不
指
合
者
可
参
向
、
若
又
有
障
者
、
可
差
多
好
継
之
由
、
今
日
被
仰
京
都

云
々
、

【
史
料
Ｅ
】『
吾
妻
鏡
』
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
八
月
十
八
日
条
［【
表
】
125
］

十
八
日
戊
申
、
舞
人
多
好
氏
在
鎌
倉
之
処
、
可
令
帰
洛
之
旨
、
自（

九
条
道
家
）

殿
下
被
申
之

間
、
所
被
差
進
也
、
則（

九
条
頼
経
）

将
軍
染
御
自
筆
、
令
申
御
請
文
給
、
又
御
馬
一
疋
白
鹿

毛

、

賜
好
氏
、
両
三
年
一
度
、
放
生
会
之
時
可
参
仕
之
由
、
以
木
工
権
頭
被
仰
含
好

氏
云
々
、

【
史
料
Ｆ
】『
吾
妻
鏡
』
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
二
月
十
四
日
条
［【
表
】
127
］

十
四
日
辛
丑
、
右
近
将
監
多
好
節
調
進
和
琴
太
笛
等
、
武
州
殊
所
令
自
愛
給
也
、

　
【
史
料
Ｃ
】
は
北
条
泰
時
が
被
官
人
南
条
氏
等
を
上
洛
さ
せ
、
京
都
楽
人
の
多
好

方
か
ら
神
楽
等
の
秘
曲
を
習
得
す
る
よ
う
命
じ
る
。
だ
が
、
こ
の
好
方
は
建
暦
元
年

（
一
二
一
一
）
に
す
で
に
没
し
て
い
る
た
め
（『
楽
所
補
任
』）、【
史
料
Ｄ
】
に
て
幕

府
は
同
じ
一
族
の
多
好
節
へ
鶴
岡
法
会
舞
楽
へ
の
出
仕
を
命
じ
、
も
し
好
節
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
好
方
孫
の
好
継
の
鎌
倉
下
向
を
命
じ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
好
継
も
建

保
五
年
（
一
二
一
七
）
に
す
で
に
没
し
て
い
た
（『
楽
所
補
任
』）。
結
局
の
と
こ
ろ
、

実
際
に
鎌
倉
下
向
を
果
た
し
た
の
は
多
好
節
・
好
氏
で
あ
っ
た
（【
史
料
Ｅ
・
Ｆ
】）。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
京
都
楽
人
の
動
静
に
関
す
る
鎌
倉
幕
府
側
の
情
報
不

足
で
あ
る
。
泰
時
が
命
じ
た
多
好
方
か
ら
の
秘
曲
伝
授
は
、
源
頼
朝
が
命
じ
た
建
久

四
年
（
一
一
九
三
）
の
大
江
久
家
へ
の
秘
曲
伝
授
の
そ
れ
と
対
応
し
て
お
り
、
貫
達

人
や
中
本
真
人
が
指
摘
す
る
通
り
、
北
条
泰
時
の
音
楽
受
容
が
源
頼
朝
の
先
例
を
擬

え
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
物
故
者
で
あ

る
多
好
方
・
好
継
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
吾
妻
鏡
』
編
纂
段
階
で
の
誤

記
と
い
う
可
能
性
よ
り
も（

（2
（

、
縷
々
述
べ
て
き
た
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
「
楽
人
招
請
型
」

に
よ
る
音
楽
受
容
の
到
達
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
頼
朝
段
階
で

鶴
岡
で
催
さ
れ
る
種
々
の
音
楽
儀
礼
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
楽
人
と
し
て
陪
従
大
江

氏
や
、
舞
人
と
し
て
鶴
岡
供
僧
子
弟
や
御
家
人
子
息
で
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
頼
家
・
実
朝
期
に
は
新
た
に
京
都
楽
人
を
下
向
さ
せ
て
音
楽
教
授
を
受
け
る
必

要
が
そ
も
そ
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
様
子
は
、
鶴
岡
の
式
年
神
楽

や
舞
楽
法
会
が
両
将
軍
期
で
は
「
如
例
」
と
多
く
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は

な
い
。
か
か
る
鎌
倉
幕
府
側
の
京
都
楽
人
の
動
静
に
関
す
る
情
報
不
足
が
発
生
し
た

要
因
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
楽
人
を
通
じ
て
得
て
い
た
中
央
の
音
楽
文
化
が
、
将
軍
頼



− 11 −

初期鎌倉幕府の音楽と京都社会

家
以
降
に
行
わ
れ
ず
、
結
果
的
に
京
都
音
楽
界
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
し
ま
っ

た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
（
な
お
鶴
岡
陪
従
大
江
氏
は
鎌
倉
に
あ
っ
て
は
楽
人
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
が
、
京
都
社
会
で
は
楽
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
）。

　

し
か
し
執
権
北
条
泰
時
期
に
な
る
と
、
摂
関
家
将
軍
の
下
向
を
契
機
に
、
ま
ず
は

相
応
の
音
楽
儀
礼
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
［【
表
】
122
な
ど
］。
承
久
元
年
（
一

二
一
九
）
に
鎌
倉
下
向
し
て
き
た
九
条
頼
経
は
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
の
八
歳

で
元
服
を
果
た
し
て
い
る
。
頼
経
は
、
泰
時
被
官
人
の
派
遣
段
階
で
は
い
ま
だ
年
少

で
、
幕
府
内
で
の
政
治
的
指
導
能
力
を
ど
こ
ま
で
持
ち
得
た
か
些
か
疑
問
で
は
あ
る

が
、
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
の
京
都
楽
人
下
向
の
時
期
で
は
す
で
に
青
年
と
な
っ

て
お
り
幕
府
内
で
の
発
言
力
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
の
成
長
と

と
も
に
、
希
薄
化
し
て
い
た
京
都
音
楽
界
（
秘
曲
を
有
す
る
地
下
楽
人
た
ち
）
と
の

関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。
こ
の
こ
と
は
、【
史
料
Ｅ
】
で
「
両
三
年
一
度
、
放
生
会
之
時
可
参
仕
之
由
」

と
幕
府
が
多
好
氏
へ
三
年
に
一
度
の
鶴
岡
放
生
会
の
出
仕
を
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
京
都
楽
人
の
恒
常
的
か
つ
定
期
的
な
下
向
に
よ
り
、
音
楽
儀

礼
を
積
極
的
に
継
受
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
頼
経
の
父
九
条

道
家
の
動
向
も
見
逃
せ
な
い
。
実
朝
暗
殺
に
よ
る
源
家
将
軍
の
断
絶
と
、
摂
関
家
九

条
頼
経
の
鎌
倉
下
向
を
契
機
と
し
て
、
学
侶
の
派
遣
を
中
心
に
摂
関
家
の
分
家
に
相

応
な
将
軍
御
所
の
儀
礼
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
先
学
で
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。【
史

料
Ｅ
】「
舞
人
多
好
氏
在
鎌
倉
之
処
、
可
令
帰
洛
之
旨
、
自（

九
条
道
家
）

殿
下
被
申
之
間
、
所
被

差
進
也
」
と
あ
る
た
め
、
執
権
泰
時
期
に
行
わ
れ
た
地
下
楽
家
多
氏
の
鎌
倉
下
向
に

は
道
家
の
意
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
廃
れ
る
こ
と
な
く
「
如
例
」
と
催
さ
れ

て
き
た
舞
楽
が
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
に
「
勝
長
寿
院
一
切
経
会
、
依
有

御（
九
条
頼
経
）

意
願
、
舞
楽
等
殊
被
刷
其
儀
」［【
表
】
122
］
と
、「
刷

（
か
き
つ
く
ろ
う
）

」
の
語
を
用
い
て
整
備
さ

れ
た
旨
が
記
録
さ
れ
た
の
は
、
如
上
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
記
事
に
つ
い
て
、
頼
朝
期
以
来
の
音
楽
儀
礼
が
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
期
に
ど
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
た
か
を
示
す
具
体
的
な
徴
証
は
な
い
が
、
摂
関
家
に
相
応
し
い
京
都

様
式
に
倣
う
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
頼
朝
期
に
秘
曲
伝
授
を
受
け
た
鶴
岡
陪
従
の
大

江
久
家
た
ち
が
す
で
に
世
代
交
代
し
て
お
り
、
神
楽
秘
曲
（
多
氏
相
伝
秘
曲
の
「
宮

人
曲
」
な
ど
）
を
京
都
楽
人
か
ら
再
び
摂
取
す
る
必
要
性
に
駆
ら
れ
た
こ
と
も
関
係

し
よ
う
。
事
実
、
鶴
岡
で
神
楽
歌
が
種
々
奏
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
陪

従
大
江
久
家
が
奏
し
た
神
楽
秘
曲
の
宮
人
曲
は
、
鎌
倉
楽
人
の
中
原
光
上
が
鶴
岡
正

殿
遷
宮
（『
吾
妻
鏡
』
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
八
月
十
四
日
条
）
で
奏
す
る
ま
で
、

都
市
鎌
倉
で
演
奏
さ
れ
た
形
跡
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
期
の
鎌
倉
は
、

恒
常
的
な
音
楽
教
習
の
環
境
は
未
成
熟
で
、
秘
曲
伝
授
の
機
会
は
設
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
京
都
音
楽
界
に
属
す
る
地
下
楽
人
か
ら
秘
曲
を
伝
習
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
小
括

　

ま
ず
は
執
権
北
条
泰
時
期
に
京
都
楽
人
を
通
じ
た
音
楽
受
容
が
再
開
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
再
開
理
由
と
し
て
、
①

頼
朝
期
に
到
達
し
た
「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
の
成
果
が
次
代
の
頼
家
・
実
朝
両

将
軍
期
で
も
継
承
─
都
市
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
地
域
で
完
結
す
る
か
た
ち
へ
─
さ
れ
る

一
方
で
、
結
果
的
に
地
下
楽
人
を
通
じ
た
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
が
希
薄
化
し
た
こ

と
、
②
希
薄
化
し
た
た
め
に
、
鎌
倉
側
の
音
楽
儀
礼
の
担
い
手
も
世
代
交
代
す
る
な

か
で
、
秘
曲
等
の
京
都
に
匹
敵
す
る
高
度
な
音
楽
儀
礼
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
③
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
を
推
戴
す
る
が
ゆ
え
に
、

京
都
音
楽
界
の
音
楽
儀
礼
を
踏
ま
え
た
相
応
の
様
式
が
求
め
ら
れ
、
①
②
に
よ
り
希
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薄
化
し
て
い
た
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
幕
府
に
よ
っ
て
志
向

さ
れ
た
こ
と
、
④
最
後
に
、
③
の
背
景
に
は
父
九
条
道
家
に
よ
る
摂
関
家
の
分
家
た

る
頼
経
の
将
軍
御
所
儀
礼
を
、
そ
れ
に
相
応
し
い
形
式
に
整
え
る
た
め
の
支
援
が
あ

っ
た
こ
と
、
の
四
つ
を
指
摘
し
得
た（

（3
（

。

　

初
期
鎌
倉
幕
府
と
音
楽
文
化
と
の
関
わ
り
方
を
あ
ら
わ
す
「
楽
人
招
請
型
」
の
音

楽
受
容
は
、
京
都
楽
人
の
鎌
倉
招
請
を
基
礎
と
し
て
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
一
先

ず
は
説
明
で
き
よ
う
。
そ
の
実
態
と
変
遷
を
み
る
に
、
頼
朝
期
に
て
京
都
楽
人
や
伊

豆
・
箱
根
の
在
来
楽
人
ら
を
通
じ
て
の
音
楽
受
容
が
到
達
点
を
み
る
。
そ
し
て
次
代

の
頼
家
・
実
朝
期
に
よ
る
継
承
と
都
市
鎌
倉
で
の
成
熟
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
摂
家

将
軍
藤
原
九
条
の
推
戴
と
執
権
北
条
泰
時
期
で
は
、
再
び
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
構

築
が
目
指
さ
れ
、
頼
朝
期
と
同
様
に
京
都
楽
人
の
鎌
倉
招
請
が
再
開
さ
れ
る
と
と
も

に
、
よ
り
積
極
的
に
音
楽
受
容
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
初
期
鎌
倉
幕
府
で
の
「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
を
み
る
に
、
京
都
楽

人
を
中
心
と
し
た
一
方
向
的
な
音
楽
伝
播
の
説
明
で
は
、
当
然
な
が
ら
不
十
分
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
冒
頭
で
掲
げ
た
課
題
に
即
し
、「
楽
人
招
請
型
」
期
に
お
け
る
鎌
倉

側
の
音
楽
受
容
基
盤
、
と
り
わ
け
音
楽
儀
礼
の
担
い
手
に
つ
い
て
次
章
で
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

三　

京
都
社
会
と
の
繋
が
り
と
音
楽
受
容
基
盤

（
1
）
鎌
倉
音
楽
儀
礼
の
担
い
手
た
ち
①
─
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
陪
従
─

　

ま
ず
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
御
神
楽
で
陪
従
を
務
め
た
大
江
久
兼
・
久
家
・
久
康
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

　

彼
ら
は
も
と
も
と
鎌
倉
在
来
の
人
物
で
は
な
く
、
本
来
は
京
都
下
級
貴
族
の
文
筆

官
僚
で
あ
っ
た
。
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
七
月
で
は
、
御
神
楽
実
施
に
際
し
て

「
神
宴
等
伎
、
当
時
無
其
人
、
仍
態
以
令
招
下
給
云
々
」
と
の
理
由
で
京
都
の
大
江

久
兼
が
陪
従
と
し
て
鎌
倉
に
招
か
れ
て
い
る
［【
表
】
8
］。
久
兼
は
も
と
も
と
太
政

官
弁
官
局
に
属
し
て
お
り
、
例
え
ば
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
十
月
の
伊
勢
公
卿
勅

使
に
か
か
る
御
装
束
修
造
の
宣
旨
で
は
「
右
史
生
大
江
久
兼
」
と
み
え（

（3
（

、
そ
の
後
六

位
史
と
し
て
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
か
ら
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
ま
で
活
動
し
、

山
城
介
に
補
任
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
管
見
の
限
り
久
兼
の
京
都
に
お
け
る
音
楽
関
係
の
活

動
徴
証
は
確
認
で
き
な
い
が
、
何
ら
か
の
音
楽
経
験
者
と
し
て
鎌
倉
に
陪
従
と
し
て

呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
音
楽
専
従
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
文
治
二
年
（
一
一

八
六
）
三
月
に
は
幕
府
使
節
と
し
て
上
洛
も
し
て
い
る
［【
表
】
10
］。

　

以
後
の
鶴
岡
陪
従
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
久
兼
と
同
じ
系
譜
に
連
な
る
か
縁
者
で

あ
ろ
う
大
江
久
家
・
久
康
が
担
っ
て
い
る
。
久
家
・
久
康
も
、
も
と
も
と
京
都
下
級

官
人
で
あ
り
、
幕
府
が
都
市
鎌
倉
に
呼
び
寄
せ
て
儀
礼
を
担
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
ら
が
鎌
倉
に
定
着
し
て
恒
常
的
に
幕
府
音
楽
儀
礼
を
担
っ
た
の
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
大
江
久
家
は
近
衛
府
官
人
で
、［【
表
】
66
］
に
あ
る

建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
の
「
宮
人
曲
」
披
露
に
関
し
て
、
そ
れ
以
前
の
建
久
二
年

（
一
一
九
一
）
段
階
で
は
す
で
に
鎌
倉
に
滞
在
し
て
お
り
、
幕
府
命
令
で
上
洛
し
て

多
好
方
か
ら
秘
曲
の
教
習
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
［【
表
】
43
・
44
・
47
］。

だ
が
、
そ
の
後
の
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
朝
廷
で
の
追
儺
・
除
目
で
は
「
右
近

将
監
大
江
久
家
」
と
そ
の
名
が
見
え（

（3
（

、
以
後
鎌
倉
で
の
活
動
徴
証
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
を
斟
酌
す
る
に
、
帰
洛
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
六
）

七
月
、鎌
倉
に
お
い
て
中
原
景
安
か
ら
の
秘
曲
伝
授
を
願
い
出
た
大
江
久
康
も
［【
表
】

130
］、
鎌
倉
滞
在
を
し
て
い
た
が
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
の
後
堀
河
天
皇
譲
位
の

剱
璽
渡
御
で
は
蔵
人
所
の
所
衆
に
そ
の
名
が
見
え
て
お
り（

（3
（

、
も
と
も
と
は
京
都
で
活

動
し
て
い
た
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ま
り
、
大
江
久
兼
・
久
家
・
久
康
と
続
く
京
都
下
級
官
人
の
一
族
が
、
鎌
倉
幕

府
の
求
め
に
応
じ
て
京
─
鎌
倉
間
を
移
動
・
交
流
し
な
が
ら
活
動
し
、
幕
府
儀
礼
に



− 13 −

初期鎌倉幕府の音楽と京都社会

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
大
江
氏
は
そ
も
そ
も
京

都
楽
人
の
家
柄
で
は
な
く
、
京
都
音
楽
界
に
て
実
際
に
演
奏
経
験
が
あ
る
様
子
も
見

受
け
ら
れ
な
い
。
彼
ら
が
登
用
さ
れ
た
理
由
は
、
鎌
倉
在
来
の
人
物
で
は
な
く
、
京

都
政
界
な
い
し
は
そ
の
周
縁
部
に
あ
る
京
都
社
会
と
の
繋
が
り
を
背
景
と
す
る
中
央

音
楽
文
化
へ
の
接
触
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
種
々
の
儀
礼
で
必
要
と
な
る

音
楽
的
素
養
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
（
京
都
社
会
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
）
間
接
的
な
形

で
京
都
音
楽
界
と
関
わ
り
、
習
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
幕
府
側
の
音
楽

儀
礼
の
担
い
手
に
つ
い
て
、
京
都
社
会
と
繋
が
る
こ
と
の
重
要
性
が
見
え
て
く
る
の

で
あ
る（

（3
（

。

（
2
）
鎌
倉
音
楽
儀
礼
の
担
い
手
た
ち
②
─
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
舞
人
（
舞
童
）
─

　

次
に
鶴
岡
で
の
舞
人
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
鶴
岡
舞
楽
の
う
ち
童
舞
は
、
従
来

の
伊
豆
山
・
箱
根
両
権
現
所
属
の
舞
童
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
実
施
し
て
い
た
も
の

が
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
に
は
鶴
岡
供
僧
門
弟
や
御
家
人
子
息
に
担
わ
れ
る
形

式
に
切
り
替
わ
る
。
左
に
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

【
史
料
Ｇ
】『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
二
月
七
日
条
［【
表
】
50
］

七
日
甲
辰
、
来
三
月
三
日
鶴
岡
法
会
舞
楽
事
、
先
々
召
伊
豆
・
筥
根
両
山
兒
童

等
、
雖
遂
行
之
、
供
僧
門
弟
等
已
有
数
、
又
御
家
人
子
息
等
中
、
撰
催
可
然
少

生
、
可
調
楽
之
旨
、
被
仰
若
宮
別（

隆
弁
）当

法
眼
云
々
、
因
之
因（

大
江
広
元
）

幡
前
司
子
息
摩
尼
珠
、

判（
藤
原
邦
通
）

官
代
子
息
藤
一
、
筑（

藤
原
俊
兼
）

後
権
守
子
息
竹
王
等
応
其
撰
云
々
、

　

鶴
岡
童
舞
の
舞
人
の
う
ち
御
家
人
関
係
者
は
大
江
広
元
子
息
の
摩
尼
珠
、
藤
原
邦

通
子
息
の
藤
一
、
藤
原
俊
兼
子
息
の
竹
王
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
名
前
が
記

録
さ
れ
て
い
る
三
名
は
京
都
下
級
官
人
出
身
な
ど
皆
京
都
政
界
の
関
係
者
で
あ
る
。

文
章
道
と
明
法
道
・
明
経
道
を
家
学
と
す
る
文
官
貴
族
家
出
身
の
大
江
広
元
や
、「
洛

陽
放
遊
客
」
と
し
て
伊
豆
流
人
時
代
の
頼
朝
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
藤
原
邦
通
は
、

と
も
に
幕
府
公
文
所
を
構
成
す
る
初
期
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
十
月
六
日
条
）、
ま
た
藤
原
俊
兼
は
頼
朝
右
筆
と
し
て
活
動
し
幕
府
政

所
の
公
事
奉
行
を
務
め
て
い
る
（
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
正
月
十
五
日
条
）。
彼

ら
は
陪
従
大
江
氏
一
族
と
同
様
に
京
都
政
界
に
淵
源
を
持
つ
下
級
貴
族
で
あ
り
、
中

央
の
音
楽
文
化
と
接
触
が
あ
っ
た
た
め
に
幕
府
文
官
官
僚
で
あ
り
な
が
ら
舞
楽
の
舞

人
と
し
て
子
息
が
選
抜
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

　

彼
ら
の
音
楽
的
素
養
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
な
有
様
を
史
料
で
見
て
み
よ
う
。
次

の
史
料
は
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）、
鎌
倉
に
護
送
さ
れ
て
き
た
平
重
衡
の
許
へ
頼

朝
が
慰
問
団
と
し
て
藤
原
邦
通
・
工
藤
祐
経
・
千
手
前
を
派
遣
し
た
時
の
記
事
で
あ

る
。
重
衡
の
宿
所
で
管
弦
遊
興
が
尽
く
さ
れ
た
後
、
邦
通
は
頼
朝
の
許
に
帰
参
し
て

酒
宴
の
様
子
を
報
告
し
て
い
る
。

【
史
料
Ｈ
】『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
四
月
二
十
日
条
［【
表
】
4
］

其
後
各
帰
参
御
前
、
武（

源
頼
朝
）衛

令
問
酒
宴
次
第
給
、
邦（

藤
原
）通

申
云
、
羽（

平
重
衡
）林、

云
言
語
、

云
芸
能
、
尤
以
優
美
也
、
以
五
常
楽
謂
後
生
楽
、
以
皇
麞
急
号
往
生
急
、
是
皆

有
其
由
歟
、
楽
名
之
中
、
廻
忽
者
元
書
廻
骨
、
大
国
葬
礼
之
時
調
此
楽
云
々
、

吾
為
囚
人
待
被
誅
条
、
存
在
旦
暮
由
之
故
歟
、
又
女
房
欲
帰
之
程
、
猶
詠
四
面

楚
歌
句
、
彼
項
羽
過
呉

（
虞
カ
）之
事
、
折
節
思
出
歟
之
由
申
之
、

　

藤
原
邦
通
の
報
告
内
容
か
ら
平
重
衡
の
教
養
の
深
さ
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

着
目
し
た
い
の
は
か
か
る
重
衡
の
音
楽
素
養
や
意
図
を
邦
通
が
理
解
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
都
仕
込
み
の
重
衡
の
言
葉
遣
い
や
彼
の
音
楽
芸
能
を
「
尤
以
優
美
也
」
と
評

す
る
の
は
、
邦
通
が
京
都
社
会
に
通
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
邦
通

は
、
死
期
を
予
感
し
た
重
衡
が
繰
り
な
す
種
々
の
楽
曲
と
そ
の
意
匠
を
汲
み
と
っ
て

お
り
、
彼
が
奏
じ
た
楽
曲
の
「
廻
忽
」
が
中
国
の
葬
送
音
楽
に
由
来
す
る
こ
と
も
述

べ
る
。
邦
通
が
音
楽
芸
能
に
通
暁
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
平
重
衡
に
ま
つ
わ
る
音
楽
芸
能
記
事
は
、『
延
慶
本
平
家
物
語
』（「
重
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衡
卿
千
手
前
ト
酒
盛
事
」）
で
も
語
ら
れ
て
い
る
が
、
重
衡
の
音
楽
素
養
に
対
す
る

評
者
は
邦
通
で
は
な
く
大
江
広
元
と
な
っ
て
い
る
。
広
元
は
重
衡
の
音
楽
素
養
を

「
平
家
ハ
代
々
相
伝
ノ
才
人
、
此
人
ハ
当
世
無
双
ノ
歌
人
ニ
テ
候
、
彼
一
門
ヲ
花
ニ

喩
候
シ
ニ
ハ
、
此
殿
ヲ
バ
牡
丹
ノ
花
ニ
例
テ
コ
ソ
候
シ
カ
」
と
高
い
評
価
を
与
え
て

い
る
。
ま
た
千
手
前
が
報
告
し
て
き
た
重
衡
の
選
曲
に
つ
い
て
も
、「
而
ニ
中
将
今

生
ノ
栄
花
尽
テ
、
只
今
被
誅
給
ナ
ム
ズ
ル
事
ヲ
思
給
テ
、
彼
異
朝
ノ
例
ヲ
尋
テ
、
葬

送
ノ
楽
ヲ
弾
レ
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
」
と
解
説
を
加
え
る
。
こ
の
広
元
の
記
事
に
つ
い

て
、
事
実
関
係
の
齟
齬
か
ら
創
作
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が（

（4
（

、
重
衡
の
音

楽
芸
能
の
才
を
見
抜
く
存
在
と
し
て
広
元
が
物
語
中
で
選
ば
れ
た
背
景
に
は
、
彼
が

京
都
政
界
と
関
わ
り
が
深
く
朝
廷
の
先
例
故
実
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
関

係
し
て
い
よ
う（

（4
（

。

　

鶴
岡
舞
人
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
も
、
京
都
政
界
と
の
関
わ
り
が
必
須
で
あ
っ
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
京
都
政
界
と
関
わ
る
人
物
や
そ
の
子
息
が
抜
擢
さ
れ

る
背
景
に
は
、
中
央
音
楽
文
化
と
の
接
触
に
よ
る
音
楽
的
素
養
が
備
わ
っ
て
い
た
た

め
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
幕
府
の
音
楽
儀
礼
に
登
場
す
る
幕
府

側
の
様
々
な
担
い
手
た
ち
、
と
く
に
初
期
鎌
倉
幕
府
の
「
楽
人
招
請
型
」
期
に
お
い

て
は
、
京
都
政
界
と
関
わ
る
人
物
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

（
3
）
初
期
鎌
倉
幕
府
関
係
者
を
と
り
ま
く
音
楽
文
化

　
【
表
】
を
再
び
通
覧
し
て
み
る
と
、
音
楽
儀
礼
・
芸
能
に
関
わ
る
人
物
や
担
い
手

に
つ
い
て
、
遊
女
や
僧
侶
の
延
年
等
を
除
い
た
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
京
都
政
界

や
そ
の
周
縁
に
あ
る
京
都
社
会
の
関
係
者
や
繋
が
り
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
す
べ
て
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
い

が
、［
軍
事
貴
族
関
係
者
］［
鎌
倉
御
家
人
］
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
主
要
な
人
物
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ａ
、
軍
事
貴
族
関
係
者

　

先
の
平
重
衡
以
外
に
、ま
ず
『
吾
妻
鏡
』
で
の
最
初
の
音
楽
記
事
で
も
あ
る
［【
表
】

1
］
の
伊
豆
国
目
代
山
木
兼
隆
が
挙
げ
ら
れ
る
。
兼
隆
は
自
身
の
館
で
「
酒
宴
郢
曲
」

を
催
し
、
様
々
な
歌
謡
が
披
露
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
山
木
兼
隆
は
伊

勢
平
氏
の
平
信
兼
子
息
で
あ
り
、
も
と
も
と
検
非
違
使
と
し
て
活
動
す
る
京
武
者
で

あ
っ
た
。
検
非
違
使
時
代
に
は
平
時
忠
と
も
関
係
を
築
い
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理

由
で
解
官
さ
れ
伊
豆
国
田
方
郡
山
木
郷
に
配
流
と
な
り
、
伊
豆
国
知
行
国
主
平
時
忠

と
の
関
係
を
背
景
に
伊
豆
国
目
代
に
登
用
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。

　

ま
た
、
甲
斐
源
氏
の
一
条
忠
頼
家
人
大
中
臣
秋
家
も
注
目
さ
れ
る
。
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
に
甲
斐
源
氏
武
田
信
義
の
子
息
一
条
忠
頼
は
源
頼
朝
邸
宅
に
て
謀
殺

さ
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
忠
頼
家
人
の
大
中
臣
秋
家
が
頼
朝
に
召
し
出
さ
れ
、「
堪

歌
舞
曲
之
者
」
と
い
う
理
由
で
芳
情
を
施
さ
れ
赦
免
さ
れ
て
い
る
［【
表
】
5
］。
赦

免
後
は
頼
朝
の
遊
興
で
歌
舞
を
披
露
す
る
場
面
が
見
え
、
頼
朝
が
岡
崎
義
実
宅
で
酒

宴
を
催
す
際
、
召
し
出
さ
れ
て
舞
曲
を
尽
く
し
て
い
る
［【
表
】
17
］。
た
だ
し
、
秋

家
が
鎌
倉
幕
府
内
で
発
揮
し
た
能
力
は
音
楽
芸
能
の
技
芸
だ
け
で
な
く
、
文
士
と
し

て
も
幕
府
公
文
所
の
寄
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
八
月
六
日

条
）。
こ
う
し
た
秋
家
の
芸
能
に
つ
い
て
も
京
都
政
界
の
繋
が
り
が
垣
間
見
え
て
お

り
、
秋
家
が
大
中
臣
姓
を
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
の
神
祇
官
大
中
臣
氏
の
出

身
者
な
の
で
あ
ろ
う
。
一
条
忠
頼
に
つ
い
て
は
、
在
京
経
験
の
な
か
で
信
濃
武
士
井

上
光
盛
と
の
連
携
関
係
が
生
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
忠
頼
の
許
に
は
在
京
官
人
や
京
都

出
身
の
文
士
・
武
士
が
家
人
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
た（

（4
（

。
秋
家
も
忠
頼
麾
下
の
文
士

で
あ
り
、
秋
家
の
能
力
を
頼
朝
も
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ｂ
、
在
京
経
験
の
あ
る
御
家
人

　

次
に
鎌
倉
御
家
人
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。【
表
】
で
は
音
楽
芸
能
に
関
わ
る
記

事
が
散
見
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
御
家
人
自
身
が
音
楽
演
奏
し
て
い
る
事
例
に
着
目
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し
た
い
。［【
表
】
4
］
で
み
た
、
鎌
倉
に
滞
在
す
る
平
重
衡
へ
の
慰
問
で
の
工
藤
祐

経
は
「
打
鼓
歌
今
様
」
と
自
ら
遊
興
の
場
で
鼓
拍
子
を
取
り
、
当
時
都
で
流
行
し
て

い
た
今
様
を
披
露
す
る
音
楽
芸
能
者
と
し
て
の
参
加
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
祐
経
は

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）、
頼
朝
・
政
子
夫
妻
の
前
で
静
御
前
が
舞
曲
を
披
露
し
た

時
で
も
鼓
を
打
っ
て
演
奏
に
加
わ
る
［【
表
】
11
］。
工
藤
祐
経
は
鎌
倉
で
の
音
楽
芸

能
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
都
人
を
そ
の
芸
能
に
よ
り
も
て
な
す
実
力
を
有
し
た
存

在
と
し
て
、
頼
朝
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
そ
の
祐
経
も
、
父
祐
次
は
院

武
者
所
に
所
属
し
た
在
京
経
験
者
で
あ
り
（『
尊
卑
分
脈
』）、
祐
経
自
身
も
「
是
生

数
代
勇
士
之
家
、
雖
継
楯
戟
之
塵
、
歴
一
﨟
上
日
之
職
、
自
携
謌
吹
曲
之
故
也
」

（『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
四
月
八
日
条
、［【
表
】
11
］）
と
武
芸
を
家
職
と
す
る
武
士

の
家
柄
な
が
ら
も
、「
一
﨟
上
日
」
と
院
武
者
所
で
の
最
上
席
職
員
を
歴
任
し
音
楽

芸
能
を
演
奏
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
工
藤
氏
は
伊
豆
国
在
庁
官

人
の
一
族
で
あ
り
な
が
ら
在
京
経
験
を
経
て
、
祐
経
の
代
に
は
都
振
り
の
音
楽
演
奏

を
す
る
ま
で
に
文
化
的
素
養
を
高
め
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
在
京
経
験
に
よ
っ
て
音

楽
芸
能
の
演
奏
者
に
な
っ
た
御
家
人
は
他
に
も
い
る
。

　

著
名
な
事
例
だ
が
畠
山
重
忠
の
場
合
を
検
討
し
よ
う
。
重
忠
は
、
元
暦
元
年
（
一

一
八
四
）
に
京
都
か
ら
招
請
さ
れ
た
「
郢
曲
達
者
」
の
児
童
捴
持
王
の
芸
能
披
露
の

席
で
今
様
を
歌
っ
て
い
る
［【
表
】
6
］。
ま
た
先
述
の
工
藤
祐
経
と
と
も
に
静
御
前

の
舞
曲
披
露
で
は
、
銅
拍
子
を
打
っ
て
参
加
し
て
い
る
［【
表
】
11
］。
さ
ら
に
、
建

久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
京
都
楽
人
多
好
方
が
幕
府
に
招
請
さ
れ
た
際
、
当
座
で
御

家
人
に
神
楽
曲
の
伝
授
が
さ
れ
、
重
忠
と
梶
原
景
季
が
教
授
を
受
け
た
。
好
方
は

「
両
人
器
量
之
由
、
好
方
感
申
云
々
」
と
両
人
の
音
楽
技
量
を
高
く
評
価
し
て
い
る

の
で
あ
る
［【
表
】
40
］。
重
忠
の
音
楽
素
養
の
高
さ
は
京
都
楽
人
の
折
紙
付
き
と
な

ろ
う
が
、
彼
も
ま
た
在
京
経
験
者
で
あ
る
。
元
暦
元
年
六
月
、
平
頼
盛
が
帰
洛
す
る

際
に
幕
府
側
が
餞
別
と
し
て
饗
応
し
た
御
家
人
一
行
は
「
是
皆
馴
京
都
之
輩
也
」
と

あ
り
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
六
月
一
日
条
）、
小
山
朝
政
・
三
浦
義
澄
・
結
城
朝
光
・

下
河
辺
行
平
・
畠
山
重
忠
・
橘
公
長
・
足
立
遠
元
・
八
田
知
宗
・
後
藤
基
清
等
の
名

を
記
す
。
重
忠
は
青
年
期
に
父
重
能
に
従
っ
て
在
京
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り（
（4
（

、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
七
月
で
は
重
能
と
弟
小
山
田
有
能
と
と
も
に
京
都
大

番
役
の
た
め
に
上
洛
し
て
い
る
（『
延
慶
本
平
家
物
語
』）。
ま
た
同
年
六
月
に
三
浦

義
澄
と
千
葉
胤
頼
が
頼
朝
が
、
身
を
寄
せ
る
伊
豆
国
北
条
に
参
向
す
る
際
、
彼
ら
は

「
日
来
祗
候
京
都
」
し
、「
日
来
依
番
役
所
在
京
也
」
と
あ
っ
て
京
都
大
番
役
の
た
め

に
在
京
し
て
い
た
（『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
六
月
二
十
七
日
条
）。
東
国
武
士
に
と
っ

て
京
都
大
番
役
等
を
通
じ
た
在
京
期
間
は
、
京
都
の
音
楽
芸
能
に
触
れ
る
絶
好
の
機

会
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
重
忠
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
音
曲
の
才
能
に
溢
れ

て
い
た
よ
う
で
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
彼
の
絶
対
音
感
と
優
れ
た
聴
力
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
を
示
す
物
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
も
重
忠
が
有
し
て
い
た
音
楽

技
量
を
補
強
す
る
逸
話
で
あ
ろ
う
。

　

御
家
人
自
身
の
音
楽
芸
能
で
は
工
藤
祐
経
・
畠
山
重
忠
の
事
例
を
掲
出
し
検
討
し

た
が
、
そ
の
他
に
も
明
法
家
三
善
氏
出
身
の
文
士
三
善
康
信
は
郢
曲
で
催
馬
楽
を
詠

じ
た
り
助
音
で
演
奏
に
参
加
し
て
い
る
［【
表
】
14
・
40
］。
ま
た
御
家
人
千
葉
常
胤

は
鎌
倉
で
の
酒
宴
で
自
ら
舞
踏
に
興
じ
る
［【
表
】
14
］。
こ
の
記
事
だ
け
で
は
常
胤

が
親
し
む
音
楽
芸
能
の
具
体
は
未
詳
だ
が
、
子
息
胤
頼
の
京
都
大
番
役
で
の
在
京
や

子
息
日
胤
の
園
城
寺
入
寺
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば（

（4
（

、
京
都
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
音
楽

芸
能
を
受
容
す
る
環
境
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（

（4
（

。
ま
た
将
軍
頼
家
の
近
臣
と
し
て

仕
え
た
平
知
康
も
、
頼
家
の
御
前
で
歌
曲
を
披
露
す
る
舞
女
微
妙
と
と
も
に
鼓
役
と

し
て
参
加
し
て
い
る
［【
表
】
80
］。
知
康
は
院
北
面
に
仕
え
る
在
京
勢
力
で
あ
り
、

鼓
の
名
手
と
し
て
京
都
で
著
名
で
あ
っ
た
。
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（
4
）
小
括

　

以
上
、
鎌
倉
幕
府
関
係
者
の
音
楽
文
化
に
つ
い
て
、
①
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
陪
従
大

江
氏
、
②
鶴
岡
八
幡
宮
寺
舞
人
（
舞
童
）、
③
伊
勢
平
氏
や
甲
斐
源
氏
な
ど
の
軍
事

貴
族
関
係
者
と
御
家
人
関
係
者
（
武
士
・
文
士
）、
の
場
合
に
別
け
て
そ
れ
ぞ
れ
検

討
を
加
え
て
き
た
。
①
②
は
お
お
よ
そ
鎌
倉
幕
府
音
楽
儀
礼
で
の
場
面
、
③
は
遊
興

な
ど
の
音
楽
芸
能
で
の
場
面
と
な
ろ
う
。
初
期
鎌
倉
幕
府
・
御
家
人
と
京
都
社
会
と

の
文
化
的
接
触（

（4
（

、
幕
府
に
よ
る
京
都
政
界
関
係
者
の
登
用
や
そ
の
広
範
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
に
つ
い
て（

（5
（

、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
本
章
で
は
か
か
る
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
顧
み
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
、
幕
府
関
係
者
の
音
楽
素
養
を
検
討
対
象
と
し
、
そ
の
具
体
的
様
相
に
つ
い

て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

結
果
、「
楽
人
招
請
型
」
期
に
音
楽
文
化
の
担
い
手
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
そ

の
殆
ど
す
べ
て
が
京
都
社
会
と
何
ら
か
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。
鶴
岡

陪
従
大
江
氏
一
族
は
京
都
下
級
官
吏
の
出
身
で
、
彼
ら
の
京
─
鎌
倉
間
に
跨
が
る
移

動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
と
し
て
、
幕
府
に
陪
従
と
し
て
儀
礼
の
都
度
登
用
さ
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
御
家
人
の
幕
府
儀
礼
参
加
に
つ
い
て
も
、
鶴
岡
舞
人

（
舞
童
）
は
京
都
政
界
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
大
江
広
元
・
藤
原
邦
通
・
藤
原
俊
兼
等
の

子
息
で
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
工
藤
祐
経
・
畠
山
重
忠
な
ど
の
御
家
人
も

武
者
所
や
京
都
大
番
役
な
ど
の
在
京
経
験
を
経
て
、
音
楽
芸
能
を
摂
取
し
て
お
り
、

平
重
衡
や
頼
盛
な
ど
京
都
要
人
の
饗
応
や
、
鎌
倉
で
行
わ
れ
る
遊
興
芸
能
（
そ
し
て

政
治
性
を
孕
む
場
面
）
に
て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
祇
候
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
京
都
社
会
と
の
繋
が
り
は
、
音
楽
芸
能
者
（
音
楽
に
限
ら
ず
右
筆
な

ど
の
諸
芸
能
も
当
然
求
め
ら
れ
て
い
た
）
の
鎌
倉
招
請
へ
結
実
し
、
在
京
し
て
い
た

足
立
遠
元
の
叔
父
安
達
盛
長
は
、
藤
原
邦
通
を
頼
朝
に
推
挙
し
て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』

治
承
四
年
六
月
二
十
二
日
条
・
同
年
八
月
四
日
条
）。

　
「
楽
人
招
請
型
」
期
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
側
の
音
楽
受
容
は
、
京
都
政
界
と
そ
の

周
縁
に
あ
る
京
都
社
会
に
関
わ
り
の
あ
る
幕
府
関
係
者
を
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
く
に
【
表
】
で
明
白
な
よ
う
に
、
幕
府
関
係
者
の
音
楽
文
化
に
関
わ

っ
て
い
る
記
事
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
担
い
手
は
京
都
政
界
に
関

わ
る
人
物
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
の
音
楽
芸
能
記
事
で
登
場
し
な
い
人
物
と

の
音
楽
技
能
の
差
は
歴
然
で
あ
り
、
必
然
的
に
階
層
性
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
彼
ら
が
音
楽
芸
能
を
有
す
る
た
め
に
、
鶴
岡
舞
人
の
御
家
人
子
息
へ
の
移

行
や
多
好
方
な
ど
京
都
楽
人
の
音
楽
教
授
を
得
る
受
け
皿
と
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。「
楽
人
招
請
型
」
に
お
い
て
は
、
京
都
楽
人
の
鎌
倉
下
向
の
み
な
ら
ず
、
招

請
し
て
音
楽
受
容
を
行
う
が
ゆ
え
に
、
そ
の
受
容
基
盤
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く

る
。
音
楽
習
得
を
な
し
得
る
上
で
、
在
京
経
験
や
京
都
下
級
官
人
家
出
身
な
ど
に
よ

る
京
都
政
界
と
の
関
わ
り
と
、
中
央
音
楽
文
化
を
担
う
京
都
音
楽
界
へ
の
接
触
は
必

要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。「
楽
人
招
請
型
」
期
の
音
楽
受
容
は
こ
う
し
た

京
都
社
会
に
繋
が
る
幕
府
関
係
者
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
縷
々
明
ら
か
に
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
各
章
の
小
括
な
ど
で
も

述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
略
を
記
す
に
止
め
た
い
。
本
稿
で
は
「
楽
人
招
請

型
」
音
楽
受
容
に
つ
い
て
大
略
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
得
た
。

①
ま
ず
「
楽
人
招
請
型
」
期
の
変
遷
に
つ
い
て
。「
楽
人
招
請
型
」
音
楽
受
容
は

源
頼
朝
段
階
で
到
達
点
を
迎
え
、
都
市
鎌
倉
周
辺
で
完
結
す
る
よ
う
な
音
楽
儀

礼
（
鶴
岡
陪
従
や
鶴
岡
舞
童
の
供
僧
門
弟
・
御
家
人
子
息
等
で
担
わ
れ
る
楽
舞
）

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
音
楽
文
化
の
遺
産
は
次
代
の
源
頼
家
・
実
朝
の

両
将
軍
期
へ
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
京
都
音
楽
界
と
の
関
わ

り
の
希
薄
化
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
源
氏
将
軍
家
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が
途
絶
え
て
京
都
か
ら
摂
関
家
将
軍
が
下
向
し
て
く
る
と
、
執
権
北
条
泰
時
期

に
京
都
音
楽
界
と
の
関
係
再
構
築
が
行
わ
れ
、
頼
朝
の
先
例
に
擬
え
て
再
び
京

都
楽
人
に
よ
る
音
楽
教
習
が
復
活
す
る
。

②
次
に
音
楽
受
容
の
基
盤
に
つ
い
て
。「
楽
人
招
請
型
」
期
で
の
音
楽
文
化
の
担

い
手
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
京
都
政
界
と
何
ら
か
の
繋

が
り
を
持
つ
。
鶴
岡
陪
従
大
江
氏
一
族
や
鶴
岡
舞
人
（
舞
童
）
を
供
出
す
る
大

江
広
元
・
藤
原
邦
通
・
藤
原
俊
兼
等
も
京
都
下
級
官
人
の
出
自
で
あ
っ
た
り
京

都
政
界
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
。
ま
た
京
都
要
人
の
饗
応
の
場
や
、
鎌
倉
で
行
わ
れ

る
遊
興
芸
能
の
場
で
は
、
在
京
経
験
を
経
て
音
楽
芸
能
を
摂
取
し
て
い
る
工
藤

祐
経
や
畠
山
重
忠
ら
が
祇
候
し
、
さ
ら
に
京
都
楽
人
の
音
楽
教
授
も
受
け
て
い

る
。「
楽
人
招
請
型
」
期
の
音
楽
受
容
は
、
京
都
政
界
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
下
級

官
人
や
在
京
経
験
の
あ
る
御
家
人
を
担
い
手
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

本
稿
は
鎌
倉
幕
府
成
立
段
階
の
源
頼
朝
期
か
ら
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
期
（
執
権
北

条
泰
時
期
）
ま
で
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
、「
楽
人
招
請
型
」
と
名
付
け
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
の
検
討
時
期
に
つ
い
て
は
鎌
倉
幕
府
初
期
の
源
氏
将
軍
期

に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
印
象
は
否
め
ず
、
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
期
・
執
権
北
条

泰
時
期
段
階
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
泰
時

期
に
は
、
積
極
的
な
京
都
楽
人
の
招
請
だ
け
で
な
く
、
多
氏
や
狛
氏
の
よ
う
な
重
代

楽
家
で
は
な
い
後
進
の
楽
家
中
原
氏
を
登
用
し（

（5
（

、
鎌
倉
在
住
の
楽
人
も
急
増
す
る
よ

う
に
な
る
（『
楽
家
系
図
』）。
こ
こ
に
「
楽
人
招
請
型
」
と
は
異
な
る
音
楽
受
容
が

幕
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
検
討

し
た
い（

（5
（

。

　

初
期
鎌
倉
幕
府
で
の
音
楽
受
容
形
態
は
「
楽
人
招
請
型
」
で
あ
り
、
そ
の
受
容
基

盤
は
京
都
政
界
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
下
級
官
人
・
在
京
経
験
の
あ
る
御
家
人
た
ち
に
限

定
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
畢
竟
、
地
方
政
権
で
あ
っ
た
初
期
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
文
化

そ
の
も
の
─
と
り
わ
け
音
楽
儀
礼
や
京
都
要
人
の
接
遇
や
儀
礼
交
渉
な
ど
幕
府
の
威

儀
を
示
す
必
要
の
あ
る
場
合
に
─
が
、
京
都
政
界
や
周
縁
の
京
都
社
会
に
属
す
る
、

な
い
し
関
わ
る
人
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
が

本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
な
い
。
如
上
の
初
期
鎌
倉
幕
府
に
お

け
る
音
楽
受
容
に
つ
い
て
、
音
楽
儀
礼
を
実
施
す
る
際
、
楽
人
の
存
在
だ
け
で
な
く

儀
礼
そ
の
も
の
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
。
本
論
で
十
分
切
り
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
鶴
岡
神
事
を
中
心
と
す
る
儀
礼
整
備
に
加
え
、
鎌
倉
下
向
の
学
侶
と
密
教

修
法
の
展
開（

（5
（

、
さ
ら
に
承
久
の
乱
以
降
の
陰
陽
師
を
は
じ
め
京
都
社
会
か
ら
の
様
々

な
人
材
流
入
や（

（5
（

、
摂
家
将
軍
下
向
に
よ
る
九
条
道
家
と
の
連
携
な
ど
は（

（5
（

、
鎌
倉
幕
府

が
武
家
権
門
と
し
て
成
長
し
、
鎮
護
国
家
・
護
国
法
会
の
宗
教
儀
礼
を
主
催
す
る
上

で
不
可
欠
の
事
象
で
あ
る
。
幕
府
儀
礼
の
段
階
的
な
変
遷
の
な
か
に
、
あ
ら
た
め
て

音
楽
受
容
の
性
格
や
音
楽
文
化
の
展
開
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉

幕
府
・
都
市
鎌
倉
の
音
楽
文
化
を
、
京
都
と
の
親
疎
関
係
の
み
で
説
明
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
躊
躇
を
覚
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、【
表
】
で
散
見
さ
れ
る
音
楽
芸
能
者
で
あ

る
遊
女
た
ち
（
例
え
ば
静
御
前
や
舞
女
微
妙
な
ど
）
の
活
動
や
［【
表
】
11
・
13
・

16
・
76
～
80
な
ど
］、
彼
女
ら
音
楽
芸
能
者
が
御
家
人
邸
宅
や
本
領
な
ど
の
武
士
拠

点
へ
招
か
れ
芸
能
の
場
で
今
様
な
ど
の
郢
曲
を
披
露
し
て
い
る
事
例
を
見
る
に
つ
け

［【
表
】
16
・
32
・
65
・
115
な
ど
］、
地
域
社
会
に
お
け
る
音
楽
芸
能
の
問
題
を
捨
象

し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
下
楽
人
に
よ
る
京
都
音
楽
界
や
下
級
官
人
な
ど

を
通
じ
た
京
都
政
界
と
の
繋
が
り
と
は
異
な
る
次
元
で
、
地
域
社
会
に
存
在
す
る
音

楽
芸
能
の
あ
り
方
を
追
跡
し
、
両
者
の
相
関
関
係
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
音

楽
文
化
の
地
域
的
な
受
容
や
伝
播
は
、
京
都
と
の
関
わ
り
の
み
で
完
結
す
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
点
を
強
調
し
た
上
で
、
次
な
る
課
題
と
し
て
こ
れ
ら
の
視
点
を
掲
げ
、
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一
先
ず
擱
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
）
大
内
楽
所
や
楽
家
の
成
立
に
つ
い
て
は
、荻
美
津
夫
『
平
安
朝
音
楽
制
度
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
）、
青
木
洋
志
「
多
氏
に
お
け
る
、
舞
の
家
と
し
て
の
形
成
と
秘
曲
の
成
立
」

（
福
島
和
夫
編
『
中
世
音
楽
史
論
叢
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
を
主
に
参
照
。

（
2
）
日
本
に
お
け
る
舞
楽
面
・
伎
楽
面
・
能
面
・
獅
子
頭
・
行
道
面
等
の
残
存
状
況
や
地
域
的
分

布
状
況
に
つ
い
て
は
野
間
清
六
『
日
本
仮
面
史
』（
藝
文
書
院
、
一
九
四
三
年
）、
お
よ
び
田

邉
三
郎
助
「
舞
楽
面
遺
品
の
探
求
と
そ
の
研
究
」（
同
『
論
集　

日
本
の
仮
面　

上
巻
』
中
央

公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
（
初
出
一
九
八
一
年
））、
同
「
舞
楽
面
の
地
方
分
布
と
そ
の

変
遷
に
つ
い
て
」（
同
書
、
初
出
一
九
七
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
）
本
稿
で
は
、
音
楽
制
度
と
し
て
存
在
し
、
か
つ
鎮
護
国
家
・
護
国
法
会
で
の
音
楽
を
伴
う
宗

教
儀
礼
に
て
催
さ
れ
る
雅
楽
・
伎
楽
・
舞
楽
等
を
「
音
楽
儀
礼
」
と
呼
称
し
、
芸
能
と
し
て

貴
族
社
会
か
ら
民
衆
社
会
に
ま
で
広
が
っ
た
猿
楽
・
田
楽
・
今
様
等
を
「
音
楽
芸
能
」
と
呼

称
し
て
別
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
音
楽
を
め
ぐ
る
儀
礼
と
芸
能
は
密
接
不
可
分
な
要
素
が
多

分
に
あ
る
た
め
、
峻
別
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
一
応
の
分
別
で
あ
る
こ
と
を
断

っ
て
お
く
。
な
お
音
楽
儀
礼
・
音
楽
芸
能
を
総
称
す
る
場
合
は
「
音
楽
文
化
」
あ
る
い
は
単

に
「
音
楽
」
と
呼
称
す
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
鎌
倉
幕
府
お
よ
び
都
市
鎌
倉
の
音
楽
受
容
を
課
題
と
し
て
お
り
、
煩
雑
を

避
け
る
た
め
本
文
中
で
平
安
期
に
お
け
る
音
楽
伝
播
に
関
わ
る
先
行
研
究
に
は
言
及
せ
ず
、

以
下
本
註
に
て
列
記
す
る
に
止
め
た
い
。
音
楽
伝
播
を
最
初
に
問
題
と
し
た
の
は
林
屋
辰
三

郎
で
あ
り
、
地
方
大
寺
社
で
の
楽
所
設
置
を
通
じ
た
音
楽
受
容
を
指
摘
し
た
（
同
『
中
世
藝

能
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
））。
そ
の
後
、
地
方
伝
播
の
中
核
を
国
衙
機
構
に

求
め
る
山
路
興
造
（「
伎
楽
・
舞
楽
の
地
方
伝
播
」（
同
『
中
世
芸
能
の
底
流
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
〇
年
（
初
出
一
九
八
五
年
））
や
井
原
今
朝
男
（『
増
補　

中
世
寺
院
と
民
衆
』（
臨
川

書
院
、
二
〇
一
三
年
（
初
出
二
〇
〇
九
年
））、
あ
る
い
は
大
寺
社
と
京
都
楽
人
の
下
向
に
求

め
る
荻
美
津
夫
（「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舞
楽
の
伝
播
に
つ
い
て
」（
大
隅
和
雄
編
『
鎌
倉
時

代
文
化
伝
播
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
お
よ
び
「
平
安
時
代
音
楽
制
度
史
研

究
の
課
題
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
〈
琴
〉
の
文
化
史
─
東
ア
ジ
ア
の
音
風
景
─
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
〇
九
年
））
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
拙
稿
「
中
世
都
市
鎌
倉
と
地
下
楽
家
中
原
氏
─
中
原
有
安
・
景
安
・
光
氏
の
系
譜
と
活
動
を

中
心
に
─
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
四
六
、
二
〇
一
九
年
）、
同

「
中
世
舞
楽
面
と
雨
乞
儀
礼
─
相
模
国
大
住
郡
下
糟
屋
村
の
髙
部
屋
神
社
を
事
例
に
─
（
上
）

（
下
）」（『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
五
三
─
一
・
五
三
─
三
、
二
〇
二
〇
年
）。
な
お
以
下
の
本
論

で
言
及
す
る
拙
稿
は
す
べ
て
前
者
の
［
拙
稿
二
〇
一
九
］
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
鎌
倉
幕
府
の
音
楽
を
伴
う
宗
教
儀
礼
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
貫
達
人
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
─
鎌

倉
の
廃
寺
』（
有
隣
堂
、
一
九
九
六
年
）、
岡
田
清
一
「
鎌
倉
幕
府
と
二
所
詣
」（
同
『
鎌
倉
幕

府
と
東
国
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
上
横
手
雅
敬
「
源
頼
朝
の
宗
教
政
策
」

（
同
『
権
力
と
仏
教
の
中
世
史
─
文
化
と
政
治
的
状
況
─
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が

あ
る
。

（
6
）
湯
山
学
「
鶴
岡
の
舞
楽
」（
同
『
鶴
岡
八
幡
宮
の
中
世
的
世
界
─
別
当
・
新
宮
・
舞
楽
・
大
工
─
』

南
関
東
中
世
史
論
集
第
四
、
社
会
福
祉
法
人
光
友
会
、
一
九
九
五
年
）、
岡
田
前
掲
註
（
5
）

論
文
、
上
横
手
前
掲
註
（
5
）
論
文
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
7
）
荻
美
津
夫
「
鎌
倉
幕
府
と
雅
楽
─
鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
に
─
」（『
雅
楽
界
』
五
四
、一
九
七
八

年
（
の
ち
に
同
『
古
代
中
世
音
楽
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
）
に
所
収
））、同

「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舞
楽
の
伝
播
に
つ
い
て
」（
大
隅
和
雄
編『
鎌
倉
時
代
文
化
伝
播
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）、
中
本
真
人
「
鶴
岡
八
幡
宮
の
二
季
の
御
神
楽
─
王
朝
文
化
東

国
伝
播
に
関
す
る
一
考
察
─
」（『
駒
場
東
邦
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
北
条

泰
時
と
神
楽
歌
─
地
下
楽
家
と
の
交
流
を
中
心
に
─
」（（『
国
語
国
文
』
七
八
、二
〇
〇
九
年
）、

と
も
に
同
『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』（
新
典
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
所
収
）、
磯
水
絵
「
関
東
の

雅
楽
─
鶴
岡
八
幡
宮
の
音
楽
─
」（『
中
世
文
学
』
五
九
、
二
〇
一
四
年
）、
拙
稿
前
掲
註
（
4
）

論
文
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
豊
永
聡
美
「
鎌
倉
武
士
と
琵
琶
の
文
化
圏
」（
福
田
豊
彦
・
関
幸
彦
編
『「
鎌
倉
」
の
時
代
』
山

川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
）
荻
前
掲
註
（
7
）
論
文
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舞
楽
の
伝
播
に
つ
い
て
」。
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（
10
）
音
楽
の
伝
播
や
受
容
に
つ
い
て
は
、『
岩
波
講
座　

日
本
の
音
楽
・
ア
ジ
ア
の
音
楽　

第
三
巻　

伝
播
と
変
容
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
所
収
の
山
口
修
・
蒲
生
郷
唱
「
音
楽
の
伝
播
と

変
容
」
や
桂
博
章
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
音
楽
に
み
る
文
化
接
触
の
諸
相
」
に
て
受
容
側
の
諸
条
件

が
指
摘
さ
れ
、
後
者
で
は
「
音
楽
の
伝
承
・
伝
播
は
、
そ
れ
を
可
能
に
し
、
受
け
入
れ
る
社
会

的
な
条
件
や
、
社
会
の
成
員
の
価
値
観
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。本
稿
の
検
討
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
設
定
す
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
中
世
史
で
は
、
中
央
で
あ
る
京
都
で
創
ら
れ
た
様
々
な
文
化
規
範
が
ど

の
よ
う
に
地
域
社
会
で
受
容
さ
れ
た
の
か
、ま
た
一
方
向
だ
け
で
な
く
双
方
向
的
な
関
わ
り
に

も
着
目
し
て
、分
野
横
断
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
中
世
学
研
究
会
編
『
幻
想

の
京
都
モ
デ
ル
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
八
年
）。

（
11
）
拙
稿
前
掲
註
（
4
）
論
文
。

（
12
）
本
来
、
楽
人
と
舞
人
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
概
念
化
に
あ
た
り
混
同
を
避
け
る
た
め
楽

人
・
舞
人
を
総
称
し
て
「
楽
人
」
の
語
を
使
用
す
る
。

（
13
）
岡
田
・
上
横
手
前
掲
註
（
5
）
論
文
。

（
14
）
院
政
期
に
お
け
る
童
舞
の
概
要
に
つ
い
て
は
、土
谷
恵
「
法
会
と
舞
楽
─
後
白
河
院
政
期
を
中

心
に
─
」（
五
味
文
彦
編
『
芸
能
の
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
15
）
鶴
岡
に
は
か
つ
て
舞
楽
面
と
菩
薩
面
が
合
わ
せ
て
三
十
三
面
あ
り
、
そ
の
う
ち
舞
楽
面
六
面
、

菩
薩
面
一
面
が
現
存
す
る
。
と
く
に
舞
楽
面
の
散
手
・
陵
王
・
貴
徳
鯉
口
・
貴
徳
番
子
は
鎌
倉

初
期
の
作
風
が
窺
え
、
初
期
鶴
岡
の
舞
楽
を
伝
え
る
遺
品
で
あ
る
。
な
お
、
童
舞
に
は
基
本
的

に
面
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
、こ
れ
ら
の
現
存
面
は
成
人
舞
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
16
）
た
だ
し
、
そ
の
実
態
と
し
て
は
、
鶴
岡
神
官
等
に
よ
る
当
座
の
音
楽
儀
礼
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
な
お
、
鶴
岡
舞
楽
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
湯
山
前
掲
註
（
6
）
論
文
や
土
肥
誠
「
鶴
岡

八
幡
宮
の
祀
職
―
草
創
期
を
中
心
に
し
て
―
」（『
神
道
古
典
研
究
』
一
五
、一
九
九
三
年
）
を

参
照
。

（
17
）『
集
古
十
種
』
楽
器
之
部
五
。
同
書
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
陸
奥
国
白
河
藩
主
松
平

定
信
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
文
化
財
調
査
記
録
で
あ
る
。

（
18
）
西
川
杏
太
郎
『
舞
楽
面
』（『
日
本
の
美
術
』
六
二
、
至
文
堂
）。

（
19
）
田
邉
前
掲
註
（
2
）
書
（
上
巻
）
所
収
「
関
東
の
仮
面
」。

（
20
）
な
お
、
本
菩
薩
面
や
舞
楽
面
の
陵
王
・
散
手
・
貴
徳
に
つ
い
て
、「
源
頼
朝
が
建
久
六
年
（
一

一
九
五
）、
東
大
寺
大
仏
供
養
に
参
列
し
た
折
り
、
手
向
山
八
幡
宮
か
ら
送
ら
れ
た
」
と
い
う

由
緒
が
語
ら
れ
て
い
る
（『
源
頼
朝
と
ゆ
か
り
の
寺
社
の
名
宝
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、一

九
九
九
年
な
ど
、
鶴
岡
所
蔵
の
舞
楽
面
・
菩
薩
面
の
来
歴
を
説
明
す
る
際
に
多
く
の
図
録
解
説

等
で
同
内
容
の
由
緒
が
言
及
さ
れ
る
）。
た
だ
、
現
時
点
で
他
の
諸
記
録
か
ら
そ
の
由
緒
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、鶴
岡
で
の
口
伝
に
よ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
面
に
関
し
て

は
、『
集
古
十
種
』
に
記
述
さ
れ
る
十
二
面
の
菩
薩
面
の
残
存
を
踏
ま
え
る
と
、
二
十
五
菩
薩

に
よ
る
来
迎
会
（
迎
講
）
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
想
定
で
き
よ
う
。

（
21
）
岡
田
前
掲
註
（
5
）
論
文
、
上
横
手
前
掲
註
（
5
）
論
文
、
山
口
隆
介
「
東
大
寺
の
鎌
倉
再
興

を
め
ぐ
る
信
仰
と
美
術
」（『
頼
朝
と
重
源
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
22
）
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
へ
の
音
楽
伝
播
に
つ
い
て
、
草
創
期
鎌
倉
幕
府
か
ら
源
実
朝
暗
殺
に
い
た

る
都
市
鎌
倉
の
密
教
儀
礼
が
、天
台
密
教
の
園
城
寺
主
導
で
行
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
（
永
井
晋
「
中
世
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
密
教
の
成
立
と
展
開
」（『
神
奈
川
県
立
博
物

館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
四
四
、
二
〇
一
七
年
））、
鎌
倉
へ
別
当
就
任
等
に
よ
り
漸
次
進

出
を
果
た
す
密
教
の
学
侶
を
通
じ
た
音
楽
受
容
で
あ
っ
た
り
、
将
又
、
頼
朝
期
に
鶴
岡
が
本
社

石
清
水
八
幡
宮
に
匹
敵
す
る
よ
う
に
神
事
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、鶴
岡
を
中

心
と
す
る
都
市
鎌
倉
内
部
へ
の
舞
楽
伝
播
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。音
楽
伝
播
の
様
相

は
複
線
的
か
つ
多
様
な
ル
ー
ト
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
神
事
と
し

て
鶴
岡
儀
礼
の
中
心
と
な
る
放
生
会
が
、
法
会
や
経
供
養
と
と
も
に
舞
楽
・
相
撲
・
流
鏑
馬
等

が
整
備
さ
れ
て
い
く
点
を
斟
酌
す
る
に
、音
楽
文
化
の
拡
が
り
に
お
け
る
鶴
岡
の
役
割
は
卓
越

し
て
い
た
と
現
時
点
で
は
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、
時
代
は
大
き
く
下
る
が
、
都
市
鎌
倉
や
周

縁
部
で
近
世
以
降
の
資
料
上
に
登
場
す
る
音
楽
芸
能
（
あ
る
い
は
行
道
）
に
つ
い
て
、鎌
倉
御

霊
神
社
で
今
も
行
わ
れ
る
面
掛
行
列
は
、そ
れ
に
酷
似
し
た
儀
礼
を
近
世
の
「
鶴
岡
八
幡
宮
御

祭
礼
行
列
之
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
冒
頭
に
「
八
月
十

五
日
鶴
岡
八
幡
宮
御
祭
禮
行
列
之
写
」
と
あ
る
た
め
、近
世
鶴
岡
の
放
生
会
で
は
面
を
用
い
た

行
道
が
催
さ
れ
、そ
れ
が
御
霊
神
社
に
も
伝
播
し
た
様
子
が
窺
え
る
（
軽
部
弦
「
近
世
鶴
岡
八

幡
宮
祭
礼
と
し
て
の
面
掛
行
列
」（
薗
田
稔
・
福
原
敏
男
編
『
祭
礼
と
芸
能
の
文
化
史
』
三
、思
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文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、『
鎌
倉
ゆ
か
り
の
芸
能
と
儀
礼
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
：

特
別
展
示
図
録
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
）。
近
世
期
で
の
音
楽
伝
播
と
中
世
前
期
の
そ
れ
を

安
易
に
比
較
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
だ
が
、都
市
鎌
倉
の
音
楽
文
化
に
お
け
る
通
時
代
的
な

鶴
岡
の
位
置
づ
け
は
大
き
な
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
23
）
泰
時
期
以
降
の
音
楽
受
容
に
つ
い
て
、
か
つ
て
筆
者
は
、
地
下
楽
家
中
原
氏
を
事
例
に
京
都
楽

人
の
鎌
倉
下
向
と
鎌
倉
幕
府
の
儀
礼
整
備
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
（
拙
稿
前
掲
註
（
4
）

論
文
）。
前
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
指
摘
す
る
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
「
楽
人
招
請
型
」
音

楽
受
容
の
今
後
の
展
開
を
述
べ
る
な
ら
ば
、幕
府
に
よ
る
「
独
自
編
成
型
」
音
楽
受
容
の
あ
り

方
を
指
摘
し
う
る
。
例
え
ば
、
承
久
の
乱
以
後
、
京
都
楽
人
の
中
原
景
安
が
「
身
に
一
事
の
た

く
わ
へ
な
け
れ
ば
、又
一
日
の
适
命
も
と
も
は
か
り
が
た
し
」
と
い
う
困
窮
し
た
生
活
状
況
で

あ
っ
た
の
が
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
の
招
請
に
よ
り
鎌
倉
楽
人
と
し
て
定
住
し
、
つ
い
に
は
「
正
道

が
高
麗
に
い
た
り
て
八
座
の
営
に
ほ
こ
り
け
る
た
め
し
、か
く
や
」（
以
上
「
文
机
談
」（
岩
佐

美
代
子
『
文
机
談
全
注
釈
』
笠
間
書
院
、二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
）
と
そ
の
栄
達
ぶ
り
が
評
さ

れ
る
ま
で
に
な
る
。「
楽
家
系
図
」（『
図
書
寮
叢
刊　

伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
三
』、鎌
倉
末
期

頃
成
立
）
に
は
、
中
原
景
安
・
光
氏
の
親
子
に
「
被
召
下
関
東
」「
住
関
東
」
と
そ
れ
ぞ
れ
註

記
さ
れ
、彼
ら
は
鎌
倉
楽
人
と
し
て
の
道
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
「
楽
家
系
図
」
を

通
覧
し
て
み
る
と
、
鎌
倉
中
後
期
以
降
に
活
躍
し
た
他
の
地
下
楽
家
一
族
の
な
か
に
も
、「
関

東
一
者
」「
同
住
関
東
」
と
記
さ
れ
る
多
久
光
・
久
方
親
子
や
、「
住
関
東
」
と
な
っ
た
狛
時

真
・
近
時
・
時
葛
・
行
葛
・
近
政
、
豊
原
有
秀
・
公
直
・
公
広
・
公
氏
な
ど
の
名
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
後
進
楽
家
の
中
原
氏
と
は
異
な
る
、重
代
楽
家
一
族
達
も
鎌
倉
下
向
を
果
た
し

て
定
住
し
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、同
時
期
の
鎌
倉
下
向
を
果
た
し
た
学
侶
の
事
例
に

つ
い
て
、
京
都
側
の
史
料
で
「
住
関
東
」
と
記
さ
れ
た
鎌
倉
下
向
僧
の
実
態
が
、
代
官
派
遣
で

あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
が
（
橋
本
初
子
「
関
東
と
密
教
僧
─
京
の
記
録
に
み
る
「
関
東
住
」

に
つ
い
て
─
」『
三
浦
古
文
化
』
五
五
、
一
九
九
四
年
）、
楽
人
に
関
し
て
は
、
中
原
光
氏
の
墓

所
が
逗
子
の
神
武
寺
境
内
に
設
定
さ
れ
た
よ
う
に
、基
本
的
に
は
楽
人
本
人
が
下
向
し
定
住
し

た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
儀
礼
の
都
度
鎌
倉
に
来
訪
し
帰
洛
す
る
受
容
形
式
と
は
異
な
り
、楽

人
の
鎌
倉
定
着
に
よ
る
恒
常
的
な
音
楽
受
容
が
な
さ
れ
、
結
果
、
都
市
鎌
倉
で
の
音
楽
儀
礼
は

飛
躍
的
な
成
長
を
見
せ
る
と
と
も
に
、周
辺
地
域
へ
の
音
楽
文
化
波
及
も
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
（
拙
稿
前
掲
註
（
4
）
論
文
）。
泰
時
期
以
降
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
「
独
自
編
成
型
」
の
音

楽
受
容
形
態
は
、
鎌
倉
楽
人
を
中
心
と
し
た
音
楽
儀
礼
の
実
施
に
加
え
、
東
国
に
お
け
る
音
楽

文
化
の
伝
播
も
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、鎌
倉
幕
府
の
政
権
都
市
鎌
倉
が
東

国
音
楽
文
化
の
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
も
担
っ
た
こ
と
を
示
す
。「
楽
人
招
請
型
」
の
音
楽

受
容
は
、本
稿
で
以
下
論
じ
る
よ
う
に
鎌
倉
─
京
の
関
係
性
が
濃
厚
だ
が
、「
独
自
編
成
型
」
の

音
楽
受
容
は
か
か
る
関
係
性
に
加
え
、周
辺
地
域
へ
の
音
楽
伝
播
の
様
相
も
見
通
す
こ
と
が
で

き
る
。「
楽
人
招
請
型
」
か
ら
「
独
自
編
成
型
」
へ
の
移
行
契
機
や
、
後
者
そ
の
も
の
の
検
討

に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
全
面
展
開
を
期
し
て
い
る
が
、ひ
と
ま
ず
見
通
し
の
み
こ
こ
で
述
べ
る

こ
と
と
し
た
。

（
24
）
宮
人
曲
は
地
下
楽
家
多
氏
の
秘
曲
と
し
て
継
受
さ
れ
て
き
た
神
楽
歌
で
あ
る
。
左
に
歌
詞
を

示
そ
う
。

　

本　

見
也
比
止
乃　

於
保
与
曾
己
呂
毛　

比
左
止
保
之　
（
宮
人
の　

お
ほ
よ
そ
衣　

膝
と

ほ
し
）

　

末　

比
左
止
保
之　

支
乃
与
呂
之
毛
与　

於
保
与
曾
己
呂
毛　
（
膝
と
ほ
し　

着
の
よ
ろ
し

も
よ　

お
ほ
よ
そ
衣
）

（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
二　

神
楽
歌
・
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
』
小
学
館
、

二
〇
〇
〇
年
（
※
丸
カ
ッ
コ
内
は
読
み
下
し
））

（
25
）
こ
の
「
陪
従
江
左
衛
門
尉
景
節
」
に
つ
い
て
は
他
の
活
動
徴
証
が
認
め
ら
れ
ず
未
詳
で
あ
る
。

た
だ
、「
久
」
字
を
通
字
と
す
る
陪
従
大
江
氏
一
族
と
は
異
な
る
系
譜
関
係
で
あ
る
可
能
性
が

高
く
、
そ
の
実
名
「
景
節
」
か
ら
度
々
鎌
倉
下
向
を
果
た
し
て
い
る
京
都
楽
人
多
氏
と
の
関

わ
り
も
あ
る
い
は
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
は
「
江
」
は
「
多
」
の
誤
記
か
。
こ

の
点
は
後
考
を
期
し
た
い
。

（
26
）
鶴
岡
の
神
事
に
つ
い
て
は
、
上
横
手
前
掲
註
（
5
）
論
文
や
永
井
晋
「『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る

鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
」（『
神
道
宗
教
』
一
七
二
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
27
）
貫
前
掲
註
（
5
）
書
、
お
よ
び
一
連
の
中
本
前
掲
註
（
7
）
論
文
。

（
28
）
中
本
前
掲
註
（
7
）
論
文
。

（
29
）
勿
論
、
こ
れ
ら
本
論
の
指
摘
は
、
頼
家
・
実
朝
両
将
軍
期
が
京
都
文
化
と
隔
絶
し
た
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
頼
家
期
に
は
栄
西
の
鎌
倉
招
請
が
さ
れ
る
し
、実
朝
期
で
は
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鎌
倉
歌
壇
形
成
の
萌
芽
が
見
え
る
と
と
も
に
（
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
の
か
』
株

式
会
社
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
）、
将
軍
実
朝
が
和
歌
や
蹴
鞠
の
芸
能
を
通
じ
て

後
鳥
羽
院
と
の
協
調
関
係
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
河
内
祥
輔
『
日

本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
坂
井
孝
一
『
源
実
朝
─
「
東
国

の
王
権
」
を
夢
見
た
将
軍
』
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
な
ど
）。
京
都
楽
人
の
下
向
は
両
将
軍
期

で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、京
都
社
会
と
の
人
的
交
流
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。

（
30
）
九
条
家
に
よ
る
学
侶
の
鎌
倉
下
向
と
鎌
倉
密
教
の
形
成
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
平
雅
行

「
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
〇
〇

年
）、同
「
鎌
倉
寺
門
派
の
成
立
と
展
開
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
九
、二

〇
〇
九
年
）、「
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
」（
薗
田
香
融
編
『
日
本
仏
教
の
史
的

展
開
』
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
永
井
晋
「
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
鎌
倉
の
密
教
」（『
神

奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
四
五
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
31
）
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
は
、
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
に
頼
朝
以
来
の
上
洛
を
果
た
す
が
、
そ
の

前
提
と
し
て
、一
二
三
〇
年
代
か
ら
頼
経
の
成
長
（
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
に
八
歳
で
元
服
）

に
と
も
な
う
父
九
条
道
家
と
の
連
携
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
高
橋
典
幸
「
鎌
倉
幕
府

と
朝
幕
関
係
」（『
日
本
史
研
究
』
六
九
五
、
二
〇
二
〇
年
））。

（
32
）
そ
れ
で
も
執
権
北
条
泰
時
に
よ
る
一
連
の
音
楽
受
容
に
関
し
て
、頼
朝
先
例
を
強
烈
に
意
識
し

た
様
子
は
際
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、秘
曲
伝
授
に
て
多
好
方
（
正
確
に
は
既
に

物
故
者
）
が
関
東
へ
参
向
し
て
伝
授
を
行
お
う
と
試
み
る
と
、泰
時
は
好
方
の
下
向
を
止
め
京

都
で
の
伝
授
を
命
じ
て
い
る
［【
表
】
118
］。
こ
れ
は
、頼
朝
期
の
大
江
久
家
以
下
の
御
家
人
達

の
秘
曲
伝
授
が
、京
都
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
措
置
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
頑
な
に

頼
朝
先
例
を
意
識
し
て
擬
え
よ
う
と
す
る
泰
時
の
音
楽
受
容
の
姿
勢
に
は
、京
都
音
楽
界
と
の

関
係
再
構
築
以
上
の
政
治
的
目
的
も
垣
間
見
え
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
の
課
題
を
大
き

く
逸
脱
す
る
た
め
言
及
は
避
け
る
が
、
執
権
北
条
泰
時
期
に
お
け
る
音
楽
受
容
に
つ
い
て
は
、

摂
家
将
軍
九
条
頼
経
や
京
都
政
界
の
九
条
道
家
政
権
な
ど
、執
権
泰
時
を
め
ぐ
る
政
治
環
境
と

合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、前
掲
註
（
23
）
で
述
べ
た
泰
時
期
で
開
始
さ

れ
る
、幕
府
側
に
よ
る
鎌
倉
楽
人
の
独
自
編
成
の
開
始
と
も
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。
後
考
を
期
し

た
い
。

（
33
）「
少
外
記
清
原
重
憲
記
」
天
養
元
年
十
月
十
六
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
─
六
）。

（
34
）『
官
吏
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
35
）「
三
長
記
」
建
久
七
年
十
二
月
二
十
九
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
─
五
）。

（
36
）『
民
経
記
』
貞
永
元
年
十
月
四
日
条
。

（
37
）
京
都
の
音
楽
文
化
が
貴
族
や
地
下
楽
人
に
限
ら
ず
、蔵
人
層
や
諸
大
夫
層
に
も
拡
が
っ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、福
島
和
夫
「
中
世
に
お
け
る
管
弦
歌
舞
」（
同
編
『
中
世
音
楽
史
論
叢
』
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
の
指
摘
が
あ
り
、
氏
は
「
宮
廷
等
に
お
け
る
楽
の
演
奏
の
機
会
が
多

く
な
る
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
準
備
を
し
、
運
営
に
従
事
す
る
者
に
も
、
楽
の
習
熟
が
必
要
と
な

る
。
貴
族
と
地
下
の
中
間
に
あ
る
、
蔵
人
層
、
諸
大
夫
層
に
優
れ
た
楽
人
が
輩
出
す
る
よ
う
に

な
る
」
と
述
べ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
鶴
岡
陪
従
の
大
江
氏
も
、近
衛
府
や
蔵
人
所
で
の
官

職
履
歴
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、音
楽
的
素
養
は
儀
礼
を
行
う
な
か
で
習
得
し
て
い
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。

（
38
）
な
お
、鶴
岡
に
は
神
楽
を
舞
う
職
員
で
あ
る
職
掌
が
置
か
れ
て
お
り
、建
久
三
年
（
一
一
九
二
）

に
「
若
宮
職
掌
紀
藤
大
夫
」
の
名
が
見
え
る
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
四
月
三
十
日
条
）。
紀
姓

で
あ
る
た
め
、
京
都
政
界
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
物
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。

（
39
）
鶴
岡
童
舞
を
担
う
御
家
人
子
息
に
関
し
て
、
大
江
広
元
・
藤
原
邦
通
・
藤
原
俊
兼
は
、「
後
白

河
院
北
面
歴
名
」
の
下
北
面
に
そ
れ
ぞ
れ
「
中
原
広
元
」「
藤
原
朝
（
邦
の
誤
記
か
）
通
」「
藤

原
俊
兼
」
と
し
て
名
が
見
え
る
（
彼
ら
の
記
載
に
つ
い
て
は
岩
田
慎
平
氏
よ
り
ご
教
示
を
得

た
）。「
歴
名
」
の
成
立
が
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
か
ら
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
の
期
間
と

さ
れ
て
お
り
（
小
松
茂
美
「
右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重
康
は
い
た
―
「
後
白
河
院
北
面
歴
名
」
の
出

現
―
」（『
水
莖
』
六
、
一
九
八
九
年
））、
彼
ら
は
北
面
と
し
て
後
白
河
院
に
出
仕
し
つ
つ
、
鎌

倉
幕
府
に
人
材
登
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
後
白
河
院
の
下
北
面
に
は
、楽
人
の
中
原

有
安
や
、
歌
人
の
鴨
長
明
も
属
し
て
お
り
、
芸
能
に
堪
能
な
人
材
が
登
用
さ
れ
て
い
た
（
秋
山

喜
代
子
「
西
面
と
武
芸
」（
同
『
中
世
公
家
社
会
の
空
間
と
芸
能
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三

年
）。
彼
ら
は
京
都
政
界
に
属
す
る
下
級
官
人
と
し
て
そ
の
文
筆
能
力
が
求
め
ら
れ
つ
つ
、
芸

能
に
関
す
る
彼
ら
の
素
養
・
技
芸
も
幕
府
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
論
で

後
述
す
る
平
知
康
も
同
じ
く
「
歴
名
」
に
名
を
留
め
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
み
る
に
、初
期
鎌
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倉
幕
府
に
お
け
る
京
都
社
会
か
ら
の
人
材
登
用
を
考
え
る
際
、後
白
河
院
北
面
な
ど
の
ル
ー
ト

も
重
要
で
あ
ろ
う
。
音
楽
芸
能
者
の
登
用
に
お
け
る
様
々
な
登
用
ル
ー
ト
、人
材
交
流
の
様
相

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
40
）
上
杉
和
彦
『
人
物
叢
書　

大
江
広
元
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
41
）
さ
ら
に
前
掲
註
（
39
）
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、芸
能
に
秀
で
た
人
材
が
多
く
所
属
し
て
い
る
後

白
河
院
下
北
面
に
大
江
広
元
は
名
を
連
ね
て
い
る
た
め
、彼
も
音
楽
的
素
養
に
通
暁
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

（
42
）
一
連
の
山
木
兼
隆
の
出
自
や
動
向
に
つ
い
て
は
、
野
口
実
「「
京
武
者
」
の
東
国
進
出
と
そ
の

本
拠
地
に
つ
い
て
」（
同
『
東
国
武
士
と
京
都
』
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
）、
川
合
康
「
中
世
武

士
の
移
動
の
諸
相
─
院
政
期
武
士
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
同
『
院
政
期
武

士
社
会
と
鎌
倉
幕
府
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
43
）
金
澤
正
大
「
治
承
寿
永
争
乱
に
於
け
る
信
濃
国
武
士
団
と
源
家
棟
梁
─
特
に
「
横
田
河
原
合
戦
」

を
中
心
と
し
て
─
」（『
政
治
経
済
史
学
』
一
〇
〇
、
一
九
七
四
年
）、
西
川
広
平
「
治
承
・
寿

永
の
内
乱
と
甲
斐
源
氏
」（
同
編
『
甲
斐
源
氏　

武
士
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
由
緒
』
戎
光
祥

出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
44
）
工
藤
祐
経
が
頼
朝
寵
臣
と
な
る
経
緯
に
つ
い
て
は
坂
井
孝
一
『
曽
我
物
語
の
史
実
と
虚
構
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、「
祐
経
の
都
仕
込
み
の
特
異
な
能
力
や
経

験
が
、
都
志
向
の
強
い
頼
朝
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）
貫
達
人
『
人
物
叢
書　

畠
山
重
忠
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
二
年
）。
ま
た
貫
は
畠
山
重
忠
の

音
曲
の
才
を
明
ら
か
に
し
「
重
忠
が
、歌
舞
の
点
で
頼
朝
に
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

あ
る
ま
い
」
と
評
す
る
。

（
46
）
名
馬
「
生
唼
」
の
嘶
き
を
聞
き
分
け
る
畠
山
重
忠
の
逸
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（「
平
々
た
る

春
の
野
な
れ
ば
、
生
唼
斜
め
な
ら
ず
勇
み
、
身
振
り
し
て
三
声
四
声
嘶
た
り
。
鐘
を
つ
く
が
如

く
な
り
け
れ
ば
、
遙
二
里
を
隔
て
た
る
田
子
の
浦
へ
ぞ
響
た
る
。
畠
山
是
を
聞
て
、
こ
は
い
か

に
、
生
唼
が
鳴
音
の
す
る
は
、
誰
人
の
給
て
将
ひ
て
来
た
る
や
ら
ん
と
云
」『
源
平
盛
衰
記
』、

貫
前
掲
註
（
45
）
書
）。

（
47
）
野
口
実
「
東
国
政
権
と
千
葉
氏
」（
同
編
『
関
東
武
士
研
究
叢
書
五　

千
葉
氏
の
研
究
』
名
著

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
48
）
千
葉
常
胤
の
時
期
か
ら
京
都
政
界
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、山
本
隆
志
「
内
乱
の
な
か

の
武
士
勢
力
成
立
」（
同
『
東
国
に
お
け
る
武
士
勢
力
の
成
立
と
展
開
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇

一
二
年
）
に
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
野
口
実
「
坂
東
平
氏
と
「
平
家
物
語
」
─
上
総
広
常
・『
源
平
闘
諍
録
』・
畠
山
重
忠
の
こ
と
な

ど
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
三
八
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。

（
50
）
野
口
実
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』（
戎
光
祥
出
版
、二
〇
一
三
年
（
旧
版
一
九
八
二
年
））、

川
合
前
掲
註
（
42
）
論
文
な
ど
。

（
51
）
拙
稿
前
掲
註
（
4
）
論
文
。

（
52
）「
楽
人
招
請
型
」
の
以
後
の
「
独
自
編
成
型
」
に
つ
い
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
（
23
）

に
て
す
で
に
述
べ
た
。

（
53
）
平
前
掲
註
（
30
）「
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
」「
鎌
倉
寺
門
派
の
成
立
と
展
開
」、
永
井
前

掲
註
（
22
）
論
文
な
ど
。

（
54
）
さ
し
あ
た
り
、
佐
々
木
馨
『
日
本
中
世
思
想
の
基
調
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
赤
澤

春
彦
『
鎌
倉
期
官
人
陰
陽
師
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
幕
府
成
立

以
来
、
鎌
倉
に
は
仏
師
・
絵
師
・
鋳
物
師
な
ど
の
技
術
職
人
も
流
入
し
、
モ
ノ
を
通
じ
て
儀
礼

を
荘
厳
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。彼
ら
の
技
術
は
幕
府
儀
礼
の
整
備
を
理
解
す
る
上
で

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

（
55
）
平
前
掲
註
（
30
）「
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
」、永
井
前
掲
註
（
30
）
論
文
な
ど
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
度
公
益
財
団
法
人
横
浜
学
術
教
育
振
興
財
団
研
究
助
成
に
よ

っ
て
実
施
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




